
 

 

 

 

 

魚津市障がい者基本計画（第４次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年３月 

魚   津   市 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本計画の「障がい」の表記について 

 

「障害」の「害」という漢字の表記については、「害」という漢字が持つマイナス

のイメージが強く不快さを感じる場合があることから、本計画においてはひらがな

で表記しております。 

ただし、法律等で使用されている用語、関係団体・関係施設の名称、固有名詞に

ついては、漢字で表記しております。 



 

は じ め に 

 

 

魚津市では、平成 11 年３月の「魚津市障がい者福祉計画～調和のある住みよいまちづく

りをめざして～」の策定をはじめとして、平成 27年３月には、「魚津市障がい福祉計画（第

３次）」を策定し、計画に基づき、障がいのある人もない人も住み慣れた地域で共に生活で

きる社会の実現を目指し、様々な障がい福祉施策を展開してきました。 

この間、国においては、「障害者差別解消法」の施行（平成 28 年）や「発達障害者支援

法」の改正（平成 28 年）、障がいのある人の地域生活への支援や障がい児支援ニーズの多

様化に対応するための「障害者総合支援法」や「児童福祉法」の改正（平成 30年）が行わ

れるなど、国内法や各種制度の整備が進められてきました。 

また、富山県では、「障がいのある人の人権を尊重し県民皆が共にいきいきと輝く富山県

づくり条例」（平成 28 年）、「富山県手話言語条例」（平成 30年）を施行し、平成 30年３月

には「富山県障害者計画（第４次）」を策定し、福祉、保健、医療、教育、雇用、生活環境

など幅広い分野と連携した施策の展開を進めています。 

本市では、障がい者を取り巻く環境が大きく変化していく中、諸状況の変化に適切に対

応しつつ、本市における障がい福祉施策の一層の推進と障がい者の自立と社会参加を一層

促進するため、「魚津市障がい者基本計画（第４次）」を策定しました。 

この計画では、障がいのある人もない人もそれぞれ地域における役割を担い、互いに尊

重し合いながら、権利の主体である障がい者が住みなれた地域で自立して生活できる社会

の実現をめざしています。 

今後は、この計画を基本に、市民、企業・団体、行政が一体となって、施策を推進して

いきたいと考えておりますので、国・県、関係機関や、市民の皆様方の更なるご理解とご

協力をいただきますようお願い申しあげます。 

 おわりに、本計画の策定にあたり、貴重な意見、ご指導をいただきました魚津市障がい

者福祉計画策定委員会の委員の方々やご協力をいただきました関係機関・関係団体の皆様

方に、心から厚くお礼申しあげます。 

 

令和２年３月 

 

                     魚津市長 村 椿  晃 
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「魚津市障がい者基本計画（第４次）」の構成 

１ 計画の性格・位置づけ 
⑴ 障害者基本法に基づく「魚津市障がい者基本計画」 

⑵ 「魚津市総合計画」に基づき、本市がこれまでに策定した関連計画とも連携を

図るとともに「富山県障害者計画」を踏まえた個別計画 

４ 障がい者の概念 
身体障がい、知的障がい、精神障がい、その他の心身の機能の障がいがある者であ

って、障がい及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受

ける状態にあるもの。 

３ 基本理念 
「障がいのある人もない人も、互いを尊重し、地域の一員として自立し

て生活できる社会の実現」を目指します。 

２ 計画の期間：令和２年度～令和６年度〔５年間〕 

１ 障がい者本人の自己決定を尊重する 

２ 障がい者等の自立を支援し、社会参加を促進する 

３ 障がい者本位の総合的で切れ目のない横断的な支援を展開する 

５ ハード・ソフト両面にわたる社会のバリアフリー化を推進する 

４ 障がいの特性に応じたきめ細かな支援を実施する 

Ⅰ 計画の基本的な考え方 

５ 基本的視点 
   （※ 右のページの計画の内容を展開するときの共通の視点） 



  

Ⅱ 計画の内容 

Ⅰ だれもが暮らしやすい環境づくり 

１ 障がいや障がいのある人に対する理解の促進 
 
２ 差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止 
 
３ コミュニケーション支援体制の促進 
 
４ 住みよい生活環境の整備 
 
５ 安心して暮らせるまちづくりの推進 

Ⅱ 個々のニーズに応じた支援づくり 

１ 相談支援体制の整備 
 
２ 地域生活を支援するサービスの充実 

 
３ 障がい者施設の整備の方向と施設機能の充実・活用 

 
４ 質の高いサービスの提供 

 
５ 保健・医療施策の充実 

Ⅲ 自立と社会参加への基盤づくり 

１ 支援が必要な子どもへの教育等の充実 
 
２ 雇用・就労の促進 

 
３ 社会参加活動の推進 

５
つ
の
基
本
的
視
点
に
基
づ
き
展
開 

３
つ
の
基
本
項
目 
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１ 計画の趣旨 

魚津市は、現行の障がい者基本計画（H27～H31）において、基本理念である「リハビリテーション

とノーマライゼーションの理念の下、障がいのある人もない人もそれぞれ地域における役割を担い、

お互い助け合いながら、権利の主体である障がい者が自立して住み慣れた地域で生活できる社会づく

りの実現」を目指し、各種施策に取り組んできました。 

 

国においては、「難病の患者に対する医療等に関する法律」、「成年後見制度の利用の促進に関する

法律」の制定や「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一

部を改正する法律」等の改正が行われ、富山県においては、平成 26年 12月に「障害のある人の人権

を尊重し県民皆が共にいきいきと輝く富山県づくり条例」が制定されました。 

 

   市内の障がい者数は、身体障害者手帳の所持者数は減少、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳の

所持者は増加しています。近年、高齢化や障がいの重度化、発達障がいや難病が障がい福祉施策の対

象に加えられるなど、障がいが多様化しています。 

 

この計画は、こうした諸状況の変化に適切に対応しつつ、魚津市における障がい福祉施策の一層

の推進を図るため、「魚津市総合計画」に基づき、本市がこれまでに策定した関連計画とも連携を図

るとともに「富山県障害者計画」を踏まえた個別計画として策定するものです。 

 

＜参考＞障がい者に関する制度改正等の主な経緯（平成 21年度以降） 

年 月 事 項 ・ 内 容 

平成 21年 12月 内閣に「障害者制度改革推進本部」設置 

・障害者権利条約の締結に必要な国内法の整備を始めとする我が国の障がいに係る制度の集中

的な改革を行う 

・当面５年間を障害者制度改革の集中期間と位置づけ 

平成 22年 12月 「障害者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間におい

て障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関する法律」成立（障害者自立支援法

や児童福祉法等の改正） 

①障がいの範囲を見直し（発達障がいが障害者自立支援法の対象となることを明確化） 

②地域における自立した生活のための支援の充実 

③利用者負担の見直し（応能負担を原則） 

④相談支援の充実（相談支援体制の強化、支給決定プロセスの見直し） 

⑤障がい児支援の強化（児童福祉法を基本として身近な地域での支援を充実） 等 

平成 23年６月 「障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律」成立 

①障がい者に対する虐待の防止 

②発見者の市町村への通報義務 

③市長村長の立入調査 

④市町村障害者虐待防止センターの設置 

⑤都道府県障害者権利擁護センターの設置  等 

第１章 計画策定の趣旨 
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平成 23年７月 「障害者基本法の一部を改正する法律」成立 

１．総則関係 

①目的規定の見直し（障がいの有無にかかわらず個性と人格を尊重する社会の実現 等） 

②障害者の定義の見直し（「社会モデル」の考え方、「制度の谷間」のない包括的な定義） 

③基本理念の見直し（基本的人権の享有主体としての尊厳、生活を保障される権利 等） 

④「差別の禁止」に関する条文の新設 等 

２．基本的施策関係 

医療・介護、教育、療育、就労、住宅、公共的施設のバリアフリー化、防災・防犯など、障がい

者の暮らしに関する分野の基本的な取組の方向性を示すもの 

３．障害者政策委員会等 

国に障害者政策員会を設置し、施策の実施状況を監視 等 

平成 24年６月 「国による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律」成立 

 障害者就労施設等からの物品等の調達方針の作成及び実績の公表（国、地方公共団体等） 等 

平成 24年６月 「地域社会における共生の実現に向けて新たな障害保健福祉施策を講ずるための関係法律の整備

に関する法律」成立 

①題名：「障害者自立支援法」⇒「障害者総合支援法 ※」 

※障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律 

②改正障害者基本法を踏まえた「目的規定」の改正と「基本理念」の創設 

③障害者の範囲に「難病等」を追加（平成 25年４月１日施行） 

④「障害程度区分」を「障害支援区分」に改める（平成 26年４月１日施行） 

⑤ケアホームとグループホームの一元化（平成 26年４月１日施行） 

⑥重度訪問介護の対象拡大（平成 26年４月１日施行） 等 

平成 25年５月 「成年被後見人の選挙権の回復等のための公職選挙法等の一部を改正する法律」の成立 

①成年被後見人に係る選挙権及び被選挙権の欠格条項の削除 

②代理投票における補助者の見直し  等 

平成 25年６月 「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の成立（平成 28年４月１日施行） 

①差別を解消するための措置（差別的取扱いの禁止、合理的配慮の不提供の禁止） 

②差別を解消するための支援措置（相談・紛争解決の体制整備、普及・啓発活動の実施など） 

平成 25年６月 「障害者の雇用の促進等に関する法律の一部を改正する法律」成立 

①雇用の分野における障がいを理由とする差別的取扱いの禁止、合理的配慮の提供義務 

（平成 28年４月１日施行） 

②法定雇用率の算定基礎に精神障がい者を追加（平成 30年４月１日施行） 等 

平成 25年６月 「精神保健及び精神障害者福祉に関する法律の一部を改正する法律」成立 

①精神障がい者の医療に関する指針の策定 

②保護者制度の廃止 

③医療保護入院における入院手続き等の見直し（保護者の同意要件を外し、家族等のうちのいず

れかの者の同意を要件とする など）  等 

平成 26年１月 「障害者の権利に関する条約」批准 

平成 26年５月 「難病の患者に対する医療等に関する法律」成立 

 難病に係る医療その他難病に関する施策の総合的推進のための基本的な方針を策定 

平成 26年 12月 「障害のある人の人権を尊重し県民皆が共にいきいきと輝く富山県づくり条例」成立 

 ①障がいを理由とする差別に関する相談体制や紛争解決体制の整備 

 ②富山県障害者差別解消ガイドラインの策定 

平成 28年４月 「成年後見制度の利用の促進に関する法律」成立 

成年後見制度の理念の尊重、地域の需要に対応した制度の利用促進、利用に関する体制の整備 

平成 28年５月 「発達障害者支援法の一部を改正する法律」成立 

 ①相談体制の整備 

②個別の教育支援計画、個別の指導に関する計画の作成の推進など教育の充実 

③就労定着のための支援の追加 等 

平成 28年５月 「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律及び児童福祉法の一部を改正す

る法律」改正 

 ①新たなサービスの創設（自立生活援助、就労定着支援等） 

 ②高齢者の介護保険サービスの円滑な利用の促進（利用者負担の軽減） 

③障がい児に対する支援の充実（居宅訪問型児童発達支援、保育所等訪問支援） 等 

平成 30年３月 「障害者基本計画（第４次）」閣議決定 

平成 30年３月 富山県第５期障害福祉計画（第１期障害児福祉計画）策定 

平成 30年３月 「富山県手話言語条例」成立 

平成 30年 11月 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」改正 

①共生社会の実現、社会的障壁の除去に資する旨を基本理念に明記 

②公共交通事業者等によるハード・ソフト一体的な取組の推進 等 
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２ 計画の性格・位置づけ 

   この計画は、障害者基本法に基づく「市町村障害者基本計画」として策定するもので、中長期的視

点に立って、障がい者の生活全般にわたる支援を行うための障がい福祉施策に係る総合的な計画で

す。 

 「魚津市総合計画」に基づき、本市がこれまでに策定した関連計画とも連携を図るとともに「富

山県障害者計画」を踏まえた個別計画となるものです。 

※「魚津市障がい福祉計画」「魚津市障がい児福祉計画」は、障害者総合支援法に基づく「市町村障

害福祉計画」として、障がい福祉サービス等を提供するための基本的な考え方、目標、確保すべ

きサービス量及びサービス量確保のための方策を定めています。 

 

 〈計画の位置づけ〉 

   

 

３ 計画の期間 

本計画の期間は、令和２年度から令和６年度までの５か年とします。 

  第５期障がい福祉計画・第１期障がい児福祉計画（計画期間：H30～R2年度）については、令和２年

度末までに新たな計画の策定を予定しています。 

なお、制度改正等社会状況の変化がある場合は、必要に応じて計画の内容の見直しを行います。 

 

  

富
山
県
障
害
者
計
画

（障害者基本法第11条第３項）

令和２年３月策定（令和２年度～令和６年度）

第5期魚津市障がい福祉計画
（障害者総合支援法第88条）

平成30年３月策定（平成30年度～令和２年度）

第1期魚津市障がい児福祉計画
（児童福祉法第33条の20）

平成30年３月策定（平成30年度～令和２年度）

魚津市障がい者基本計画（第４次） （

平
成
3
1
年
度
～

令
和
5
年
度
）

平
成
3
1
年
３
月
策
定

平成29年３月策定（平成29年度～令和３年度）
平成29年３月策定

（平成29年度～令和3年度）

第４次魚津市総合計画
（第10次基本計画：平成28年度～令和２年度）

第４次魚津市
地域福祉活動計画第３次魚津市地域福祉計画

一体的に

策定

（社会福祉法第107条） （社会福祉法第109条）

期間 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

５年

３年

５年

魚津市障がい者基本計画（第４次）

第３次魚津市地域福祉計画 第４次地域福祉計画

基本計画（第３次）

第５期魚津市障がい福祉計画
第１期魚津市障がい児福祉計画

基本計画（第５次）

第６期障がい福祉計画
第２期障がい児計画

第７期障がい福祉計画
第３期障がい児計画
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１ 魚津市の人口 

⑴ 魚津市の人口の推移と将来推計 

全国の人口は、平成 17 年をピークに減少しています。一方、魚津市の人口は昭和 60 年をピー

クに減少しており、平成 30年は 42,132人であり、今後も減少傾向が続くと予想され、令和 27年

には 28,759人にまで減少すると推測されています。 

核家族化の進展により世帯数が増加を続けており、平成 31 年１月には 16,938 世帯となってお

ります。１世帯あたりの人員は、平成７年で 3.36人であったものが、平成 31年１月では 2.49人

に減少しています。 

    

※平成 27年までは国勢調査、平成 30年は平成 31年１月１日現在の住民基本台帳による人口 

※令和７年以降の数値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H30推計） 

※年齢不明分があるため、３区分それぞれの人口の合計と総人口が一致しない場合があります。 

 

第２章 計画策定の背景 

総人口 48,316  46,331  42,935  42,132   38,502  33,655  28,759 
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⑵ 年齢別人口 

人口の構成を年齢階層別にみると、年少人口は、出生率の低下により年々減少しており、今後

も減少するものと予測されます。生産年齢人口も、近年の少子化の影響や社会動態により減少す

ると予想されます。 

一方、老齢人口は、平均寿命の伸長を反映し、急速に高齢化が進行しています。平成７年の国

勢調査では 18．0％であった高齢化率は、平成 30年には 33.2％となり、令和 27年には 40％を超

えると予想されます。また、高齢化率の推移を比較してみると、魚津市は全国よりも８～10年ほ

ど早く高齢化が進行しているものと考えられます。 

年齢３区分別人口割合の推移と推計 

 

※平成 27年までは国勢調査、平成 30年は平成 31年１月１日現在の住民基本台帳による人口 

※令和７年以降の数値は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」（H30推計） 

 

 高齢化率の比較 

項目 平成７年 

(1995) 

平成 17年 

(2005) 

平成 27年 

(2015) 

平成 30年 

(2018) 

令和 7年 

(2025) 

令和 17年 

(2035) 

令和 27年 

（2045） 

魚津市 18.0％ 24.5％ 32.5％ 33.2％ 35.7％ 38.6％ 43.5％ 

富山県 17.9％ 23.2％ 30.5％ 31.4％ 33.8％ 36.0％ 40.3％ 

全国 14.5％ 20.1％ 26.6％ 27.6％ 30.0％ 32.8％ 36.8％ 

 ※平成 27年までは国勢調査を基に算出 

※平成 30年は平成 31 年１月１日現在の住民基本台帳に基づき算出 

※令和７年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（H29推計）及び「日本の地

域別将来推計人口」（H30推計）より算出 
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２ 障がい者の現状 

⑴ 身体障がい者 

① 等級別身体障がい者数 

平成 30 年度末現在、本市で身体障害者手帳の交付を受けている人は 1,705人で、平成 21年度

の 1,935人と比較して約 200人減少しています。 

等級別では、４級が最も多く 462 人で、１～２級の重度が 40％、３～４級の中度が 48％、５

～６級の軽度が 12％となっています。 

 

 

  

●等級別身体障がい者手帳所持者の推移 (人)
　 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

１級 531 522 520 501 490 465 458 446 430 429

２級 318 311 301 285 275 261 258 249 255 254

３級 368 365 377 378 375 371 380 368 369 356

４級 439 458 484 481 485 490 471 475 455 462

５級 139 132 131 123 118 109 96 97 98 89

６級 140 136 130 122 117 113 104 111 112 115

計 1,935 1,924 1,943 1,890 1,860 1,809 1,767 1,746 1,719 1,705

●H21年度における等級別構成比 ●H30年度における等級別構成比

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

６級

５級

４級

３級

２級

１級

１級
25%

２級
15%３級

21%

４級
27%

５級
5%

６級
7%

１級
28%

２級
16%３級

19%

４級
23%

５級
7%

６級
7%
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② 障がい種別身体障がい者数 

障がい種別では、最も多いのが肢体不自由で平成 30年度末で 963人となっています。過去の推

移をみると、内部障がいは平成 21 年度から平成 30 年度までで 21 人増えて増加傾向にあり、視

覚、聴覚・言語障がい、肢体不自由は減少傾向にあります。 

 

  

  

●障がい別身体障がい者数 (人)
H21年度H22年度H23年度H24年度H25年度H26年度H27年度H28年度H29年度H30年度

視覚障がい 151 142 139 132 128 122 117 111 103 99

聴覚・言語障がい 205 204 189 178 171 162 150 155 157 154

肢体不自由 1,111 1,100 1,130 1,108 1,101 1,077 1,034 1,007 992 963

内部障がい 468 478 485 472 460 448 466 473 467 489

計 1,935 1,924 1,943 1,890 1,860 1,809 1,767 1,746 1,719 1,705

●H21年度における障がい別構成比 ●H30年度における障がい別構成比

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

内部障がい

肢体不自由

聴覚・言語障がい

視覚障がい

視覚障がい

8% 聴覚・言語

障がい

11%

肢体不自由

57%

内部障がい

24%

視覚障がい

6% 聴覚・言語

障がい

9%

肢体不自由

56%

内部障がい

29%
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③ 年齢別身体障がい者数 

年齢別手帳交付者数では、18歳未満が 21人、18歳～65歳未満が 384 人、65歳以上が 1,300人

で、65歳以上が 76％となっています。 

65歳以上の人の占める割合は、平成 21年度は 69％でしたが、平成 30年度までの 10年間で 7％

増加しており、高齢化が進んでいます。 

 

 

 

  

●年齢別身体障がい者手帳所持者の推移 (人)
　 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

１８歳未満 27 27 25 23 23 20 20 20 23 21

１８歳～６５歳未満 574 573 561 515 495 461 442 427 402 384

６５歳以上 1,334 1,324 1,357 1,352 1,342 1,328 1,305 1,299 1,294 1,300

計 1,935 1,924 1,943 1,890 1,860 1,809 1,767 1,746 1,719 1,705

●H21年度における年齢別構成比 ●H30年度における年齢別構成比

●H30年度における年齢・障がい別身体障がい者数 （人）

視覚障がい

聴覚・言語障がい

肢体不自由

内部障がい
計 1,705

合計

99

154

963

489

１８歳未満

4

3

9

5

18歳～65歳未満 65歳以上

26 69

38 113

221 733

99 385

21 384 1,300

１８歳未満

1%

１８歳～６５

歳未満

23%

６５歳以上

76%

１８歳未満

1%

１８歳～６５

歳未満

30%

６５歳以上

69%
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⑵ 知的障がい者 

平成 30年度末の療育手帳所持者数は 297人となっています。平成 21 年から平成 30年の 10年

間で 32 人増加しています。障がい等級別では、Ａ（重度）の人が 95 人で 32.0％、Ｂ（中軽度）

の人が 202人で 68.0％となっています。年齢別では、18歳未満が 41人、18歳～65歳未満が 224

人、65歳以上が 32人となっています。 

 

 

  

●療育手帳所持者数の推移 (人)
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

Ａ 89 90 91 92 93 92 88 91 93 95

Ｂ 176 172 180 181 182 191 195 193 201 202

計 265 262 271 273 275 283 283 284 294 297
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H21年度H22年度H23年度H24年度H25年度H26年度H27年度H28年度H29年度H30年度

Ｂ

Ａ

●年齢区分別療育手帳所持者数の推移 （人）
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度H30年度

18歳未満 14 14 14 13 13 15 12 12 13 13

18歳～65歳未満 63 65 65 67 68 65 63 67 69 71

65歳以上 12 11 12 12 12 12 13 12 11 11

18歳未満 41 38 37 37 38 41 42 37 33 28

18歳～65歳未満 120 120 127 124 122 126 132 135 145 153

65歳以上 15 14 16 20 22 22 21 21 23 21

18歳未満 55 52 51 50 51 56 54 49 46 41

18歳～65歳未満 183 185 192 191 190 191 195 202 214 224

65歳以上 27 25 28 32 34 34 34 33 34 32

265 262 271 273 275 281 283 284 294 297計

Ａ

Ｂ

小計
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H21年度H22年度H23年度H24年度H25年度H26年度H27年度H28年度H29年度H30年度

65歳以上

18歳～65歳未満

18歳未満
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⑶ 精神障がい者 

平成 30年度末精神障害者保健福祉手帳の所持者は 241人と、手帳所持者は年々増加傾向に

あり、等級別では２級が最も多く 165人となっています。 

 

 

 

 

 

●精神障害者保健福祉手帳所持者数の推移 （人）
H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度

１級 21 22 28 24 23 16 17 19 17 18

２級 111 115 126 134 134 132 137 135 155 165

３級 30 31 29 29 29 32 37 44 52 58

計 162 168 183 187 186 180 191 198 224 241
自立支援医療

利用者 374 400 403 420 412 338 396 411 462 476
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○診断名別・男女別・年齢別通院患者数の状況 

診 断 名 

総計 男 女 

総

数 

18

歳

未

満 

18

歳
以
上

20

歳
未
満 

20

歳
以
上

65

歳
未
満 

65

歳

以

上 

総

数 

18

歳

未

満 

18

歳
以
上

20

歳
未
満 

20

歳
以
上

65

歳
未
満 

65

歳

以

上 

総

数 

18

歳

未

満 

18

歳
以
上

20

歳
未
満 

20

歳
以
上

65

歳
未
満 

65

歳

以

上 

器
質
性 

総 数 36   6 30 11   2 9 25   4 21 

 

認
知
症 

ｱﾙﾂﾊｲﾏｰ病型 26   3 23 8   1 7 18   2 16 

血 管 性 3    3      3    3 

上 記 以 外 7   3 4 3   1 2 4   2 2 

精
神
作
用
物
質 

総 数 6   4 2 6   4 2      

 

ア ル コ ー ル 6   4 2 6   4 2      

覚 せ い 剤                

そ の 他                

統 合 失 調 症 200 1 1 148 50 109 1 1 85 22 91   63 28 

気 分 ( 感 情 ) 障 が い 120   107 13 50   48 2 70   59 11 

神 経 症 性 障 が い 等 43   39 4 21   19 2 22   20 2 

生 理 的 障 が い 等 3   3  1   1  2   2  

人格及び行動の障がい 2   2       2   2  

精神遅滞 (知的障がい ) 13  1 11 1 8   7 1 5  1 4  

心 理 的 発 達 障 が い 14 1  13  10 1  9  4   4  

小児・青年期障がい 10 2 1 7  7 2 1 4  3   3  

て ん か ん 27  1 23 3 18   16 2 9  1 7 1 

合 計 474 4 4 363 103 241 4 2 195 40 233  2 168 63 

令和元年 11 月末現在 (資料：富山県心の健康センター) 

 

⑷ 発達障がい 

発達障がい児（者）数については、知的障がいや精神障がいの手帳を所持している人もいます

が、発達障がいであることに着目して手帳の対象となっているわけではないため、その正確な人

数は把握できていません。 

文部科学省が平成 24 年度に報告した調査結果（「通常の学級に在籍する発達障がいの可能性の

ある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果」）によると、全国の公立小中学校

の通常学級に在籍する児童生徒のうち、学習や生活の面で特別な教育的支援を必要とする児童生

徒は、約 6.5％程度であるとされています。 

富山県において、平成 28年度に市町村が実施した検診を受診したうち、精神面において言語や

行動等の点で経過を見る必要があるなどとされた幼児は、１歳６か月児健診では総受診者数の約

18.6％、３歳児健診では約 15.8％となっています。 

富山県では、発達障がい者等に対し相談等の支援を行う発達障害者支援センターを設置してい

ます。 
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⑸ 高次脳機能障がい 

高次脳機能障がいは、交通事故や病気等で脳に障がいを受けたことが原因で、注意力や記憶が

低下したり、感情のコントロールが難しくなるなどの症状が現れる障がいですが、症状の内容や

程度も多様であることから、正確な障がい者数の把握はできていません。 

富山県では、障がい当事者やその家族に対する専門的な支援等を目的として、富山県高次脳機

能障害支援センターを設置しています。 

 

⑹ 難病 

平成 27 年１月に施行された「難病の患者に対する医療等に関する法律」において、難病とは、

発病の機構が明らかでなく、治療方法が確立していない、希少な疾患であって、長期の療養を必

要とするものと定義しています。このうち、患者数が一定の人数（人口の約 0.1％程度）を超え

ず、客観的な診断基準が成立しているものは指定難病として定められ、令和元年７月現在では、

333 疾病が対象となっています。富山県では、指定難病の患者に対し医療費助成を行っており、

特定医療費（指定難病）受給者証及び小児慢性特定疾病医療受給者証の所有者数は、新川厚生セ

ンター魚津支所管内で平成 30年 12月 31日現在、320人となっています。 

平成 25 年４月から障害者総合支援法のサービスの対象に難病等が加わり、市相談支援、補装

具、地域生活支援事業及び障がい児の通所や入所支援のサービスを行っています。 

 

    

   ※新川厚生センター魚津支所    
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３ 障がい者を取り巻く現状と課題 

 

社会情勢の変化や障がい者施策に関する制度改正等により、障がい者を取り巻く環境も大きく変化

しています。令和元年に実施した「実態・意向調査」の結果を踏まえ、障がい者施策を進めるうえで

の主な課題として、次の５つの項目があげられます。 

 

⑴ 障がい者、多様な障がい等に対する理解の一層の促進 

 

 

 

 

⑵ 障がい者の高齢化や障がいの重度化・重複化への適切な対応 

 

 

 

⑶ 障がいのある人の地域生活を支援するサービス等の一層の充実 

 

⑷ 障がい者の就労支援の充実強化及び合理的配慮の促進 

 

 

 

⑸ 障がいのある人の防災支援体制の整備及び防犯対策の推進 

 

 

 

・障がいや障がい者に対する市民の理解は徐々に広がっていますが、依然として日常 

生活又は社会生活において差別や偏見を感じている方もいます。 

・発達障がい、難病等の多様な障がい等への市民や社会の理解が十分ではありません。 

現状 

・障がい及び障がい者に対する正しい理解が広く浸透するよう一層の取組が必要です。 

・障がいに関する正しい知識を普及するとともに、障がいの特性を踏まえた専門的な相

談・支援体制の充実を図っていく必要があります。 

 

・人口の高齢化に合わせて、障がい者や介護している家族の高齢化が進んでいます。 

・障がいの重度化及び重複化、医療的ケアの必要性が増加しています。 
現状 

多様化する障がいのある人のニーズに適切に対応してく必要があります。 
 

・住み慣れた地域で自立して生活し、又は地域に移行して、社会経済活動や文化、ス 

ポーツ活動などに主体的に参加したいという障がい者の意識が高まっています。 

・障がいのある人やその家族のライフステージに沿った支援が求められています。 

現状 

・障がいのある人が主体的に地域で活動するための支援や地域づくり、自立した地域生

活を支援するサービス提供基盤の充実、安全なまちづくりの整備が必要です。 

・保健、福祉、教育等の関係者の連携やボランティア等による支援などを含め、一人一人

のニーズや障がいの特性に応じたきめ細やかな支援が必要です。 

 

・障がいのある人の就労意欲が高まっています。 

・企業や職場における障がい等に関する理解が十分ではありません。 
現状 

・雇用、福祉、教育の分野が連携し、障がい者の就労支援の充実・強化が必要です。 

・企業や職場に対して、障がいや合理的配慮等に関する普及啓発が必要です。  

障がい者など避難行動要支援者は、大規模災害が発生すると被害を受けやすく、避難

所や福祉避難所における支援を必要とします。 
現状 

障がい者のある人に配慮した防災支援体制の整備や防犯対策の推進が必要です。 
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障がい者団体、障がい福祉事業所を対象とした実態・意向調査の結果から抜粋しています。 

（※調査の詳細については、巻末 40ページに記載しています。） 

 

・障がい特性を理解してもらえるようになりたい。 

・精神については、心の病気と生活のしづらさがほとんど知られていない。 

・地域の人々の理解が大切。障がいのある人ない人のふれ合う場を多くして、一般の人々の

理解を多くすることが大切である。 

 

障がい者といっても各々問題点が違っており、専門的な知識をもった方を育成し、障がいの有

る方が生活に困らないように考えていく必要がある。 

 

・介護する者が高齢となり、親なき後のことを十分に話し合う場を設けてほしい。 

・医療的ケア児者の施設がない。グループホームで重心の利用できる施設がない。親の高齢

化に向け必要となっている。 

 

・医療的ニーズへの対応のため、専門的知識が必要。（入所施設の）利用者が重度化している。 

・家族の高齢化に対する支援、本人・家族共に安心できるバックアップ（総合相談）が必要。 

 

・日々の生活が安定して充実し、障がい者本人の持っている隠れた可能性、能力を導き出し

てもらえることを期待している。 

・一人ひとりと向き合った支援をしていただけるよう工夫や配慮があることを希望する。 

・これからも地域の中で、在宅で生活していきたい。いつまでも安心して生活していけるよ

うに、緊急時の対応を充実してほしい。ショートステイ、生活介護事業所の確保。 

・困難なケースを含めて人材育成、相談所を拡充してほしい。相談支援体制の充実。 

 

・利用者の希望通りにサービスを提供できないことがある（量的・質的）。 

・グループホーム等住まいの確保、就労・日中の居場所の確保が必要。 

・障がいのある方々にとって、サービスの情報の収集、確保が困難だと思う。 

・障がいを持っておられる方々が気軽に相談できる所をつくることが必要。 

 

・地域で就労を希望される方が多いが、数も少なく選択できない。 

・職場での理解や合理的配慮がなされるよう関係機関に働きかけてほしい。 

・柔軟な労働条件（超短時間労働、休憩など）を考えてほしい。 

 

・企業側の障がい者への理解が必要。 

・相談のあるケースでは、一般就労が続かず困っておられる方が多い。 

・障がいのある人が仕事につくには、その方の思いや悩み等を相談できるところが必要。 

 

・災害時の避難について、私たちの思いをきいてほしい。 

・魚津市独自の施策をもっと実施してほしい。 

・子どもたちが長く在宅で住み慣れた地域で安心安全に暮らしていけるようにしてほしい。 

～障がい者・事業所の声～（ご意見、要望、困ったことなど） 

団体 

団体 

事業所 

事業所 

団体 

団体 

事業所 

事業所 

団体 



- 15 - 

 

 
 

１ 基本理念 

  障がい者の自立と社会参加を基本とする障害者基本法の理念を踏まえ、障がいの有無にかかわらず

障がいのある人もない人もそれぞれが地域における役割を担い、お互いに人格と個性を尊重し合いな

がら、権利の主体である障がい者が住みなれた地域で自立して生活できる社会の実現をめざします。こ

れを踏まえ、本計画では、次のとおり基本理念を定めます。 

 

 

 

 

 

２ 障がい者の概念 

障害者基本法の規定に基づき、「身体障害、知的障害、精神障害、その他の心身の機能の障害があ

る者であって、障害及び社会的障壁により継続的に日常生活又は社会生活に相当な制限を受ける状態

にあるもの」とします。 

 

３ 基本的視点 

諸施策を展開するにあたり、次の５つを各分野共通の視点とします。 

 

   

第３章 基本的な考え方 

障がいのある人もない人も、互いを尊重し、 

地域の一員として自立して生活できる社会の実現 

１ 障がい者本人の自己決定を尊重する 
 自らの決定に基づき社会に参加する主体として尊重し、自己実現を支援します。 

２ 障がい者等の自立を支援し、社会参加を促進する 

 自らの意思で選択・決定し、主体性をもって社会に参加できるよう支援します。 

３ 障がい者本位の総合的で切れ目のない横断的な支援を展開する 
 ライフステージに応じた支援を受けられるよう、多様なサービスの提供体制の充実を図ります。 

 福祉、保健、医療、教育、雇用等の各分野の連携の下、総合的かつ横断的な支援を行います。 

 障がい保健福祉圏域間のサービスの均てん化、平準化を推進します。 

４ 障がいの特性に応じたきめ細やかな支援を実施する 

 個々のニーズを的確に把握し、障がいの特性に応じた施策を推進します。 

 障がいのある子どもは、子ども特有の支援を行う必要があることに留意します。 

５ ハード・ソフト両面にわたる社会のバリアフリー化を推進する 
 物理的、社会的、制度的、心理的な障壁を除去し、だれもが安全に安心して生活できる環境を整

備するため、ハード・ソフトの両面からバリアフリー化を推進します。 
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４ 施策の体系 

３つの方針を基本として、施策を展開します。 

    

⑴　啓発・広報活動の推進

⑵　福祉教育の推進

⑶　地域でのふれあい・市民参加の促進

⑷　ボランティア活動の推進

⑴　障がいを理由とする差別の解消の推進

⑵　権利擁護の推進及び虐待の防止

３　コミュニケーション支援体制の促進 ⑴　情報バリアフリー化の推進

⑵　情報提供の充実

⑶　コミュニケーション支援の充実

４　住みよい生活環境の整備 ⑴　暮らしやすい住まいの整備

⑵　人にやさしいまちづくりの整備

⑶　利用しやすい交通、移動手段の整備

５　安心して暮らせるまちづくりの推進 ⑴　交通安全対策の充実

⑵　防災対策の推進

⑶　防犯対策の推進

⑷　消費者トラブルの防止

１　相談支援体制の整備 ⑴　自己決定の尊重及び意思決定の支援

⑵　地域における相談支援体制の充実

　
⑶　専門的な相談支援体制の充実

２　地域生活を支援するサービスの充実 ⑴　在宅サービス等の充実

⑵　多様な障がい等への対応

⑴　施設整備の基本的な考え方

⑵　施設機能の充実と地域生活支援への活用

４　質の高いサービスの提供 ⑴　サービスの質の向上

⑵　福祉を支える人材の育成・確保・定着

５　保健・医療施策の充実 ⑴　障がいの原因となる疾病の予防・早期発見

⑵　保健・医療等の充実

⑶　リハビリテーション提供体制の充実

⑷　精神保健福祉施策の推進

⑸　保健・医療を支える人材の育成・確保

1　支援が必要な子どもへの教育等の充実 ⑴　特別支援教育の推進

⑵　教育相談体制の充実と生涯学習の推進

⑶　発達支援体制の充実

２　雇用・就労の促進 ⑴　障がいのある人の雇用促進・就労支援

⑵　福祉的就労の支援

３　社会参加活動の推進 ⑴　スポーツ・レクリエーション等の振興

⑵　文化芸術活動等の振興

⑶　障がい者団体等の活動への支援

⑷　社会参加促進事業等の推進

３　障がい者施設の整備の方向と施設機能
の充実・活用

Ⅲ　自立と社会参加
　への基盤づくり

Ⅱ　個々のニーズに
　応じた支援づくり

Ⅰ　だれもが暮らし
　やすい環境づくり

1　障がいや障がいのある人に対する理解
　の促進

２　差別の解消、権利擁護の推進及び虐待
　の防止
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【取組の方向性】 

障がいのある人もない人も互いを尊重して支え合い、だれもが安心安全に暮らせる環境づ

くりを推進するため、障がいや障がいのある人に対する理解の促進や差別の解消、障がい

のある人の自立と社会参加を支援するとともに、コミュニケーション支援、住まいや交通

の整備、防犯・防災対策の推進などに取り組みます。 

 

 

 

⑴ 啓発・広報活動の推進 

多様な障がいについて、その障がい特性や必要な配慮等に関する理解の促進を図ります。 

また、障がい福祉に関する情報提供、広報・啓発活動を推進します。 

 

   ・市広報誌、ホームページ等による障がい福祉に関する広報 

・「障がい者週間」、「障がい者雇用支援月間」等の啓発・広報 

・障がい福祉に関する講演会や街頭啓発活動の推進 

・障がい者用駐車スペース、視覚障がい者用誘導ブロック、補助犬等に対する市民の理解の促進 

・障がいのある人にかかわるマークの理解と普及啓発（ヘルプマーク、国際シンボルマーク等） 

・ユニバーサルデザインに関する情報発信  等 

 

⑵ 福祉教育の推進 

地域や学校における福祉教育を積極的に推進します。 

障がいの有無を問わない子どもや地域の人々の交流やボランティア活動を通して、地域や児童生徒の

障がい福祉への理解を促進します。 

 

・互いの違いを認め、尊重し合う心を育てる「心のバリアフリー」教育の推進 

・障がいのある子どもや地域の人々の交流、共同学習の機会の確保 

・福祉、ボランティア活動等に取り組む「社会に学ぶ『14歳の挑戦』」の実施 

・総合的な学習の時間等を活用した学校における福祉教育の推進 

・障がい福祉に関する理解を深める研修会や交流会の推進 

・魚津市地域精神保健福祉推進協議会の活動を通した精神 

保健福祉に関する知識の普及啓発 

  

第４章 計画の内容 

Ⅰ だれもが暮らしやすい環境づくり

１ 障がいや障がいのある人に対する理解の促進 

14歳の挑戦による交流→ 
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⑶ 地域でのふれあい・市民参加の促進 

障がいのある人もない人も地域の一員として地域活動へ参加することにより、日常的な交流・ふれあ

いを促進し、福祉意識の向上を図るとともに、適切な役割分担のもとで、市民参加による福祉の推進

を図ります。 

・魚津市障害者連合会と連携したスポーツ・レクリエーション大会の開催 

・身近な地域における障がい者、家族会、地域住民等の相互交流の機会の充実 

・障がいのある人が主体的に参加できる活動、取組み等の支援 

・空家等を活用した高齢者や障がい者等の交流、取組み等の支援 

・障がい福祉サービス事業所等による研修会や交流会の開催に関する情報提供等 

・市や市社会福祉協議会による地域住民を対象とした障がい福祉に関する大会、講座等の開催 

・障がいのある人など地域住民のニーズを反映した魚津市地域福祉計画の推進 

・市民が手話や朗読支援等を学ぶ機会の確保 

 

⑷ ボランティア活動の推進 

地域のニーズに応じたボランティアの養成とボランティア活動に対する理解の促進、普及を図り、ボ

ランティア活動を推進します。 

・活動に必要な知識、技術（介護、手話、朗読等）を習得するための教室や研修会の開催 

・ボランティア活動や研修会等の情報提供 

・地域のニーズに応じたボランティアの養成、活動の推進 

・ボランティア活動への参加や活動の拠点としての 

ボランティアセンター（市社会福祉協議会）の機能強化 

 

 

⑴ 障がいを理由とする差別の解消の推進 

障がいに対する理解と障がいのある人への適切な配慮が行われるよう、市民、企業等への普及啓発を

図り、障がいを理由とする差別の解消を推進します。 

 

・市民、企業等への障がいのある人に対する差別の解消、 

合理的配慮の提供等に関する理解促進、普及啓発 

・相談、紛争の防止・解決のための体制の整備 

・「魚津市職員対応要領」に基づく適切な対応の実施、研修の実施 

 

⑵ 権利擁護の推進及び虐待の防止 

障がい者の権利と尊厳を守るため、障がいのある人の意思決定の支援、人権が尊重される社会づく

りの推進、虐待の未然防止や早期発見、迅速な対応に努めます。 

 

・障がい者の人権への配慮、虐待の防止に関する人権教育、広報啓発の推進 

・虐待の未然防止、迅速な対応を図るための相談体制、緊急連絡体制の充実・整備 

・魚津市障がい者虐待防止センターによる保護及び自立の支援措置、養護者への指導の実施 

・関係機関、団体等との情報共有、連携強化 

・成年後見制度（後見・保佐・補助）の普及・啓発 

・自己決定の尊重を前提とした成年後見制度の適切な利用の促進  

障害者差別解消法では、 
「不当な差別的取り扱い」 
「合理的配慮をしないこと」 

が差別になります。  

２ 差別の解消、権利擁護の推進及び虐待の防止 

 
ボランティアに関する 
相談受付・団体の登録を 

行っています。 
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⑴ 情報バリアフリー化の推進 

  障がい者が地域で快適な生活を営むため、障がいの有無にかかわらず、だれもが生活に必要な情報を

取得できるよう情報のバリアフリー化を推進します。 

 

・障がい者の情報リテラシー（情報活用・操作能力）の向上推進 

・障がい者への ICT（情報通信技術）講習やパソコン教室等の開催情報の提供 

・障がい者の情報機器に関する相談・援助を行う障がい者ＩＴ推進員の派遣事業の周知、活用 

・障がいの特性に応じた適切な情報提供の実施 

・様々な情報の自由な利活用のためのオープンデータの推進 

 

⑵ 情報提供の充実 

障がいのある人が、障がい福祉やその他必要な情報を容易に取得できるよう、提供する情報の内容や

その方法を検討し、情報提供の充実を図ります。 

 

・市広報誌、ケーブルテレビ等の広告媒体を活用した障がい福祉情報の提供 

・音訳又は点訳した市広報誌等の提供 

・障がいのある人も利用しやすい市のホームページの提供 

・公共施設等のバリアフリー情報の提供 

・「とやまバリアフリーマップ」の周知・活用 

・職員を対象とした研修（手話講座等）の受講の促進 

・行政サービス窓口におけるコミュニケーションの円滑化の推進 

・点字図書、朗読図書、字幕（手話）入りライブラリー等の提供サービスの充実 

・投票所における合理的な配慮の実施、投票環境の向上等 

・障がい福祉サービス等情報公表制度による情報提供（「WAM NET」（厚生労働省）の周知） 

 

⑶ コミュニケーション支援の充実 

障がいのある人が点字、音声、手話、要約筆記、触手話、指点字、代読、その他のコミュニケーショ

ン手段を選択する機会を確保できるよう、コミュニケーション支援の充実を図ります。 

 

・点字、手話、要約筆記等のコミュニケーション支援に対する理解の促進 

・コミュニケーション支援を利用しやすい環境整備の促進 

・手話通訳者、要約筆記者等の派遣 

 （市町村域を超える派遣の場合、県と協力して実施） 

・コミュニケーション支援機器の活用の検討 

・障がいのある人への手話等の習得に関する情報提供、機会の確保 

  ・点字器、補聴器等のコミュニケーション支援用具の購入補助 

・朗読奉仕員、手話奉仕員等の養成 

・点訳奉仕員、盲ろう者向けの通訳・介助員等の養成に関する 

情報の提供 

  

  

３ コミュニケーション支援体制の促進 

 
 
 
 
 
 
 

手話マーク 

手話で対応できることを 
伝えるマーク 

★とやまバリアフリーマップ 
（http://bfmap-toyama.jp） 
 
富山県内の主な施設のバリア
フリー設備整備状況を紹介し
ています。 
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⑴ 暮らしやすい住まいの整備 

 障がいのある人が地域社会で自立した生活を営み、自由に活動するために必要となる住まいの確保・

整備を支援します。 

・在宅重度障害者住宅改善費助成事業等による住宅のバリアフリー化の推進 

・障がいのある人が地域で暮らせるグループホーム等の整備に対する支援の検討 

・市営住宅における障がい者世帯への配慮の実施 

・障がい者世帯への公的賃貸住宅や民間賃貸住宅等の情報提供 

 

⑵ 人にやさしいまちづくりの整備 

障がいのある人が日常生活に必要とする施設等のバリアフリー化を進め、市民の障がいに関する理

解を促進し、障がい者、高齢者、児童等すべての人が暮らしやすい福祉のまちづくりを整備します。 

 

・公共施設のバリアフリー化の推進（トイレ、スロープの整備等） 

・ユニバーサルデザインの導入推進 

・ユニバーサルデザインに関する情報提供、周知 

・民間事業者等への施設のバリアフリー化の理解促進 

・障がいに関するマークの理解、普及啓発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 利用しやすい交通、移動手段の整備 

  障がいのある人の日常生活を支え、自発的な外出や活動を支援するため、障がいのある人に対応した

利用しやすい交通・移動手段を整備します。 

 

・歩道の整備、段差解消、エスコートゾーンの設置推進 

・富山県ゆずりあいパーキング利用証制度や障がい者用駐車 

スペースの確保、普及・啓発 

・視覚障がい者用誘導ブロック等の設置推進 

・低床バス、車いす対応車両等の移動手段の整備促進 

・福祉タクシーやユニバーサルデザインタクシー等の多様なニーズ 

に対応した地域交通サービスの推進 

・身体障がい者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）の理解促進 

・移動にかかるサービス提供体制の充実 

・障がい者の自動車運転免許取得、自動車改造費の支援 

・障がい者に対する公共交通機関等の割引制度の周知  

ほじょ犬マーク 
 
 
 
 
 
 
身体障がい者補助犬
(盲導犬、介助犬、聴導
犬)同伴の啓発のため
のマーク 
 

４ 住みよい生活環境の整備 

オストメイトマーク 

人工肛門・人工膀胱を造設している人 
（オストメイト）のための設備がある 
ことを表すマーク 

ハート・プラスマーク 

身体内部（心臓、呼吸機能、じん臓、 
膀胱・直腸、小腸、肝臓、免疫機能） 
に障がいがある人を表すマーク 

ヘルプマーク 

周囲へ援助や配慮を 
必要とすることを 
知らせるマーク 

★例「ピクトグラム」 
何らかの情報や注意を 
誰にでも伝わりやすい 
デザインで伝える 
視覚記号（サイン） 
            ↑トイレ 
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⑴ 交通安全対策の充実 

障がいのある人の安全性及び利便性を向上させるよう交通安全対策の充実を図ります。 

・幅の広い歩道、視覚障がい者用誘導ブロック、 

エスコートゾーンの計画的な推進 

・交通安全協会等関係機関・団体と連携した巡回訪問 

 指導、保護誘導・実施指導 

・地域における住民への交通安全啓発 

・交通安全施設の整備、駐車対策の推進 

 

 

⑵ 防災対策の推進 

障がいのある人の災害時や避難後の安全を確保するため、災害に備えた防災対策を推進します。 

・地域共助による支援体制づくり 

・実践的で、実効性のある防災訓練の実施 

・災害への備えや防災意識の啓発、情報提供 

・社会福祉施設等における防災対策の促進支援 

・要支援者の避難支援体制の整備推進 

・福祉避難所の確保・充実 

・ひとり暮らし高齢者や障がい者等への除排雪支援 

 

 

⑶ 防犯対策の推進 

障がいのある人が安心して生活できるよう、警察や地域、行政が連携した防犯対策を推進します。 

・「コミュニケーションボード」活用の周知 

・警察への緊急通報手段（ファックス 110番・メール 110番）の周知 

・緊急通報手段の周知（消防本部：Net119、海上保安庁：NET118） 

・防犯意識向上のための啓発、広報 

・地域住民の巡回パトロールや企業、事業所の見守り等の活動支援 

・警察、地域、行政等の連携による防犯体制の強化 

・障がい者向けの福祉電話の貸与、通信装置等の購入補助 

 

 

⑷ 消費者トラブルの防止 

障がいのある人が消費者トラブルに巻き込まれることがないよう、消費者としての利益擁護や意識

向上に努めます。 

・「くらしの安心ネットとやま」による関係機関の情報共有、連携強化 

・消費者教育の推進 

・消費生活情報の提供、普及啓発 

・消費生活相談窓口の設置 

・多様化・複雑化する相談に対応できる消費生活相談員の資質向上 

  

５ 安心して暮らせるまちづくりの推進 

★エスコートゾーン 

 

    ←横断歩道上の 

誘導ブロック 

 

視覚障がい者向けに、横断歩道を安全に

渡るための誘導ブロックを設置したもの 

○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○
○○○

 

防災ハザードマップから、 
あらかじめ、身近な避難場所を 
確認しておきましょう。 
※魚津市ホームページで 
確認できます。 

★Net119・NET118 
 
聴覚・言語機能障がいを
もつ方を対象とした、緊
急通報システム。スマー
トフォン等の操作によ
り通報することができ
ます。（事前登録が必要） 
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【取組の方向性】 

障がいのある人が住み慣れた地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができるよ

う、相談支援体制や障がいの特性を踏まえた質の高い福祉サービスを受けることができる

体制の整備を推進するとともに、福祉との連携を考慮しながら、障がい者に対する適切な

保健、医療サービス等の充実を図ります。 

 

 

 

⑴ 自己決定の尊重及び意思決定の支援 

障がいのある人が自らの意思と責任において自らの生活を営むため、障がい者本人を主体とした自己

決定を尊重し、意思決定の支援を推進します。 

 

・判断能力が十分でない人に対する福祉サービスの利用援助、相談支援の充実 

・利用者の意向、適性、障がい特性に配慮したサービス支援体制の充実 

・障がい福祉等に関する情報の提供、周知、広報 

・成年後見制度の普及啓発 

 

⑵ 地域における相談支援体制の充実 

障がいのある人の地域での自立した生活を支え、乳幼児期から高齢期に至るまでのライフステージに

応じた総合的な相談支援を行うため、身近な地域における相談支援の充実と相談支援に従事する人材

の育成に努めます。 

 

① 身近な相談支援の充実 

・新川地域自立支援協議会を中心とした相談支援体制の充実、強化 

・障がい者の権利擁護に係る相談窓口「障害者 110番」の周知 

・日常生活自立支援事業の周知、利用促進 

・障がい者本人や家族の交流、相談のための事業の推進 

・同じ障がいをもつ仲間による相談活動（ピアカウンセリング）、自助グループ等の育成支援 

・メンタルヘルスサポーター、ピア・フレンズ等による相談活動支援 

 

 

Ⅱ 個々のニーズに応じた支援づくり

１ 相談支援体制の整備 

★ピア・フレンズ、サポーター 
当事者やその家族がピア（仲間）として、同じ問題を抱える人の悩み
や不安などを共有し、共に考え、支援（サポート）を行うもの。 

★成年後見制度 

認知症高齢者等判断能力が不十分な人を支援し、その人の権利を守るため、財産管理や身
上監護（医療契約、住居に関する契約、介護契約）を代理権等が付与された成年後見人等
が行う制度です。家庭裁判所が成年後見人等を選任する「法定後見」と、判断能力が不十
分な状態になったときに備えてあらかじめ本人が後見人を選ぶ「任意後見」があります。 
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ご相談・お問い合わせ先 
まずは、身近な相談機関へ 

② 相談支援を行う人材育成 

・相談支援従事者の養成、資質向上にかかる取組みへの支援 

・身体障がい者相談員、知的障がい者相談員等への研修の 

充実、活動の周知 

・相談員同士の情報交換の機会となる研修等の情報提供 

・民生委員・児童委員が地域福祉ニーズに対応していくため

の研修等の機会の確保、情報提供 

 

 

 

 

 

名称 住所 電話 

魚津市障害者生活支援センター 魚津市大光寺 1235 0765-23-5260 

障害者社会復帰センターあゆみの郷サポート新川 魚津市立石 205-2 0765-23-0009 

ひゞき計画相談支援事業所 魚津市仏田 3468 0765-22-8843 

魚津市立つくし学園  魚津市友道 373-2 0765-24-3240 

魚津市社会福祉課 魚津市釈迦堂 1-10-1 0765-23-1005 

魚津市障害者虐待防止センター （社会福祉課福祉係） 0765-23-1005 

魚津市地域包括支援センター  （社会福祉課内） 0765-23-1093 

富山県新川厚生センター魚津支所 魚津市本江 1397 0765-24-0359 

魚津公共職業安定所 魚津市新金屋 1-12-31 0765-24-0365 

 

 

⑶ 専門的な相談支援体制の充実 

障がいのある人が専門的な相談や支援を受けられるよう、関係する専門機関との連携を強化し、専

門的な相談支援体制の充実を図ります。 

 

・相談支援事業所、行政機関等における相談支援体制の充実 

・基幹相談支援センターの設置に向けた取組みなど総合的・専門的な支援体制の充実 

・つくし学園を中心とした発達障がい児（者）及び家族に対する総合的支援の充実 

・富山県高次脳機能障害支援センター等関係機関と連携した高次脳機能障がいに関する普及啓発、

相談支援の充実 

・富山県新川厚生センター魚津支所等関係機関と連携した難病患者等に対する相談支援の充実 

・新川障害者就業・生活支援センター等関係機関と連携した就業、社会生活等の支援の推進 

・魚津市障害者虐待防止センターを中心とした障がい者に対する虐待等に関する相談支援の充実 
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⑴ 在宅サービス等の充実 

  障がいのある人が住み慣れた地域で自立し、安心して日常生活や社会生活を送ることができるよう、

障がいのある人の生活の質の向上や自立の促進、身体の機能の維持向上や家族の介護負担の軽減を

図るため、地域生活を支えるサービスの充実、福祉機器の活用、制度の周知に努めます。 

 

 ●障がい者（児）を対象とした障がい福祉サービス 

  

 

 

●専門性の高い相談支援 ●専門性の高い意思疎通支援を行う者の養成・ 派遣

●広域的な対応が必要な事業 ●意思疎通支援を行う者の広域的な連絡調整、派遣調整 等

●人材育成 ●障がい児入所施設給付

介護給付
●居宅介護（ホームヘルプ）

●重度訪問介護

●同行援護

●行動援護

●療養介護

●生活介護

●短期入所（ショートステイ）

●重度障害者等包括支援

●施設入所支援

自立支援給付 訓練等給付
●自立訓練（機能訓練・生活訓練）

●就労移行支援

●就労継続支援（Ａ型・Ｂ型）

●就労定着支援

●自立生活援助

●共同生活援助（ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ）

障

が

い

者

・

児

自立支援医療
●更生医療 ●育成医療

●精神通院医療※

※実施主体は都道府県等

補装具

地域生活支援事業

●理解促進研修･啓発 ●日常生活用具の給付又は貸与

●自発的活動支援 ●手話奉仕員養成講座

●相談支援 ●移動支援

●成年後見制度利用支援 ●地域活動支援センター

●成年後見制度法人後見支援 ●その他必要な支援

●意思疎通支援

支援

市町村

都道府県

地域相談支援給付
（地域移行支援・地域定着支援）

●障がい児相談支援 ●児童発達支援 ●医療型児童発達支援

●放課後等デイサービス ●居宅訪問型児童発達支援 ●保育所等訪問支援

児童福祉法による障がい児を対象としたサービス

計画相談支援給付

２ 地域生活を支援するサービスの充実 
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① 地域生活支援の充実 

・地域共生の理念の普及・啓発 

・地域共生型福祉拠点の整備促進 

・多様な福祉ニーズに対応した包括的支援体制の構築推進 

・関係機関と連携したケアネット活動等による地域福祉の推進 

 

② 在宅サービスの充実 

・居宅介護、日中一時支援事業、児童発達支援等のサービスの充実  

・同行援護や行動援護等のサービス提供体制の強化 

・自立の促進、生活の改善のための日中活動系サービス（ショートステイ、生活介護等）の充実 

・居住支援系サービス（グループホーム）の整備に向けた取組みの支援 

・障がい児が身近な地域で必要な支援を受けられるための体制整備 

・地域の実情に合わせた地域生活を支援するためのサービスの充実 

・他制度、他施設との連携による効果的な福祉サービスの提供 

・医療機関、相談支援機関等と連携した支援の実施 

・障がい福祉サービス、介護保険サービス等に関する情報提供 

 

③ 障がい者の家族への支援 

・短期入所（ショートステイ）や障がい児通所支援、重症心身障がい児（者）レスパイトサービス

事業等の促進、情報提供 

・障がい児の保護者に対する健康相談、療育相談、レクリエーション等による健康回復等支援 

・障がい児の放課後等の活動の場の確保 

・障がい者団体への活動支援による家族同士の交流の促進 

・障がいのある人等の家族団体の組織化の促進、地域との連携を深める活動の支援 

・障がい児、障がい者の保護者の高齢化を踏まえた社会的支援の促進 

・障がい等への適切な対応をするための研修やセミナー等の機会の確保、情報提供 

 

④ 福祉機器・各種障がい関係制度の普及促進等 

・各種福祉（介護）機器、福祉用具に関する情報の提供 

・在宅重度障害者住宅改善事業による住宅改善の支援 

・補装具や日常生活用具の給付、貸与又は借受けの実施 

・公的年金制度、各種手当制度の周知 

・富山県心身障害者扶養共済制度の周知 

・税制面の各種減免措置、生活福祉資金の貸付制度等の周知 

・障がい等による公共施設、公共交通機関等の割引制度等の周知 

  

★地域共生型福祉拠点 
 
高齢者、障がい者、子どもなど
が年齢や障がいの有無にかか
わらず共に集い、互いに支え
合いながら地域で生活するた
めの拠点となる場のこと。 
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⑵ 多様な障がい等への対応 

発達障がい、高次脳機能障がい、難病、医療的ケアなど、多様な障がい、複合的な障がいについて、

正しい知識の普及や障がいの特性に応じた専門的な相談・支援体制の整備を図ります。 

 

① 発達障がい 

・医療、福祉、保育等の関係機関と連携して、発達障がいの早期発見、早期支援に努めます。 

・乳幼児健診や発達相談等の充実に努め、早期療育へつなげます。 

・発達障がい児（者）及びその家族を総合的に支援するよう努めます。 

・発達障がい児（者）に対する地域の支援体制の強化の支援に努めます。 

・発達障がいを含む障がいのある子どもについて、学校内における支援体制を充実します。 

・保育に特別な配慮を必要とする児童へ適切に対応できるよう、保育士等の研修の受講等を支

援します。 

・乳幼児期から高齢期までの切れ目のない一貫した支援体制のさらなる整備を図ります。 

・保健師等への研修により、早期発見、療育支援技術の向上に努めます。 

★発達障がいとは 

生まれつき脳の一部の機能に障がいがあるために発症するもので、主に自閉症スペクトラム

障がい、学習障がい、注意欠陥多動性障がいなどが挙げられます。複数の障がいが重なって現

れることもあり、障がいの程度や年齢（発達段階）、生活環境などによっても症状や特性が異な

ります。 

 

② 高次脳機能障がい 

・関係機関と連携し、高次脳機能障がい（児）者に対する相談・支援の充実を図ります。 

・高次脳機能障がいに対する理解の普及啓発に努めます。 

★高次脳機能障がいとは 

病気や事故などのさまざまな原因で脳が部分的に損傷したことにより、言語・思考・記憶な

どの知的な機能の一部に障がいが起こる状態を言います。注意障がいや記憶障がいといった症

状が現れていても、外見からはわかりにくく、本人が十分認識できない場合や周囲の理解が得

にくい場合があります。 

 

③ 難病 

・難病患者に対し、障がい福祉サービスの制度やその利用について普及啓発に努めます。 

・関係機関と連携し、難病患者等に対する相談・支援の充実を図ります。 

★難病とは 

発病の原因が明らかでなく、治療方法が確立していない希少な疾患で、長期の療養を必要と

するものです。このうち、患者数が一定の人数（人口の約 0.1％程度）を超えず、客観的な診

断基準が成立しているものは指定難病として定められています。 

 

④ その他 

・多様な障がい等に対して、その特性に応じた適切な対応を検討します。 

・多様な障がい、複合的な障がい等について、正しい知識の普及や障がいの特性に応じた相談・

支援の充実を図ります。 

・制度に位置付けられていない様々な障がい等について、適切な対応を検討します。 
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障がい者が地域で生活するために必要となるグループホームや就労継続支援事業所などの生活や活動

の場を充実させ、入所を必要とする障がい者のための入所施設の定員維持を図るとともに、施設の持つ専

門性を踏まえて、地域における施設機能のあり方について検討します。 

 

⑴ 施設整備の基本的な考え方 

・入所施設の整備については、市内の実情を踏まえ、真に必要なものに限定します。 

・日中活動の場（生活介護事業、就労継続支援事業、地域活動支援センター等）や住まいの場（グル

ープホーム）の整備の支援に努めます。 

 

 ⑵ 施設機能の充実と地域生活支援への活用 

・施設入所者の高齢化や障がいの重度化・重複化に適切に対応し、生活の質の向上を図るため、相談

支援体制の充実を図ります。 

・施設機能の向上を図るため、介護機器など福祉用具等の情報提供に努めます。 

・「親亡き後」を見据えた、障がい者の生活を地域全体で支えるための地域生活支援拠点等の体制整

備を推進します。 

・障がい者支援施設と連携し、その専門的機能が活用できるよう障がい者の地域生活を支援します。 

・高齢の障がいのある人等がなじみのサービスを継続できるよう共生型サービスの推進に努めます。 

 

 

⑴ サービスの質の向上 

  多様化する福祉ニーズに対応し、障がい者に質の高い福祉サービスを提供するため、サービス提供事

業者･施設のサービスの質の向上に努めます。 

・利用サービス選択のための適切な情報提供 

・個人情報の適切な管理、プライバシー保護の推進 

・サービス提供事業者の確保、充実 

・施設等における苦情解決体制の充実 

・障がいの特性等に配慮したサービス提供体制の充実、支援 

・サービス提供事業者等の自己評価、第三者による客観的評価の実施促進 

 

⑵ 福祉を支える人材の育成・確保・定着 

障がいの特性や複合的な悩みに応じたきめ細やかなサービスを提供するため、関係機関と連携を強化

し、障がい福祉サービスを支える人材の確保や資質の向上を図ります。 

・手話通訳者、要約筆記者、盲ろう者向けの通訳・介助員等の養成にかかる情報の提供 

・若者等への介護・福祉の魅力 PR（「14歳の挑戦」等）による福祉分野への参入促進 

・障がい福祉サービス事業所等への研修、講習等の情報提供 

・社会福祉分野への従事を希望する者への研修、就業情報等の提供 

・聴覚障がい者を支援する手話奉仕員、朗読奉仕員の養成 

・介護サポーター（助手）、ボランティア等の育成、研修情報の提供  

３ 障がい者施設の整備の方向と施設機能の充実・活用 

４ 質の高いサービスの提供 
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⑴ 障がいの原因となる疾病の予防・早期発見 

障がいの原因となる疾病等の早期の予防や治療、障がいの早期発見のため、妊娠期からの母子保健対

策を推進し、ライフステージに応じた健康管理・予防を行うなど、保健対策を推進します。 

 

① 母子保健対策の推進 

・妊産婦、乳幼児、児童の健康診査等による疾病や障がい 

（発達障がいを含む。）の早期発見 

・医療機関と連携した健康診査、訪問、相談指導等の推進 

・妊娠、出産、育児に関する正しい知識の普及、子育て支援 

・関係機関と連携した早期治療・療育支援の推進 

・障がい児とその保護者に対する育児相談体制の充実 

・母子保健推進員による地域ぐるみの支援体制の充実 

 

② 成人・高齢者の予防事業の充実 

・健康教育、健康相談等による疾病の早期発見・早期治療の推進 

・生活習慣病の予防や改善を目的とした各種教室や健康相談等の充実 

・健康づくりに関する正しい知識の普及啓発 

・高齢者の介護予防や認知症予防のための健康づくり事業の推進 

・うつ病予防等の心の健康づくりに関する知識の普及啓発 

 

⑵ 保健・医療等の充実 

障がいのある人や医療的ケアを要する障がいのある子どもが、身近な地域で心身の状況に応じた適切

な保健、医療、福祉等の支援を受けられるよう、在宅医療の体制整備、健康診査、相談体制等の充実

を図り、適切な保健・医療サービスが提供される体制の整備を推進します。 

 

・腎臓、眼球の提供登録、臓器提供意思表示カード（ドナーカード）等の普及啓発 

・医療機関の情報を提供する「とやま医療情報ガイド」の周知、活用促進 

・医療機関における障がい特性に応じた必要な合理的配慮に対する理解の促進 

・医療的ケア児への医療、訪問看護の充実等による在宅医療の体制整備推進 

・介護関係者が連携した医療・介護サービスの提供体制の整備推進 

・自立支援医療制度や公費負担医療制度などの医療費助成制度等の周知・普及 

・疾病についての知識、日常生活における留意事項などの普及啓発 

・保健・医療・福祉関係機関のネットワークづくり 

・関係機関と連携した医療相談、療育相談、家族交流会の実施 

・療育相談会、研修、講演会等の情報提供 

 

  

５ 保健・医療施策の充実 

 
 
 
 
 
 
マタニティマーク 
妊産婦であることを示し、
周囲が配慮しやすくなり、
妊産婦にやさしい環境づ
くりを推進するもの。 
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⑶ リハビリテーション提供体制の充実 

リハビリテーションを必要とする方が急性期から回復期、維持期（生活期）に至るまで、必要なリハ

ビリテーションを受けられるよう提供体制の充実を図ります。 

 

・患者の症状に応じたリハビリテーションを行う体制整備の推進 

・医療機関等の連携による地域リハビリテーションの推進 

・身体に障がいのある人を対象とする障がい福祉サービス（機能訓練）の充実 

・在宅での訪問看護や訪問リハビリテーション等の提供による地域生活の支援 

 

⑷ 精神保健福祉施策の推進 

心の健康の問題に対して、精神障がいに関する知識の普及啓発を図り、心の健康づくりのための精神

保健福祉施策を推進します。また、高齢化に伴う認知症や若年性の認知症に対する施策を進めます。 

 

・こころの健康づくりに関する普及啓発、相談支援体制の充実 

・様々なストレスに対する包括的な支援によるメンタルヘルス対策の推進 

・保健、医療、福祉、雇用の地域関係機関等によるネットワークづくりの推進 

・民間団体、ピア・フレンズ等の活動支援 

・関係機関と連携したひきこもり、自殺防止、うつ病等への対策の充実・強化 

・若者への自殺防止対策、企業への取組支援等による総合的な自殺防止対策の推進 

・自立支援医療費制度の活用による在宅患者の治療の支援 

・精神科医療の緊急相談窓口「精神科救急情報センター」（24時間対応）の周知 

・認知症に関する正しい知識の普及・啓発、認知症の早期発見・早期対応の促進 

・認知症サポーターの養成等による認知症の正しい知識の普及・啓発 

・認知症初期集中支援チームの機能の強化 

・若年性認知症に関する相談や就労・社会参加支援の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑸ 保健・医療を支える人材の育成・確保 

  障がいのある人が安心して地域生活を送れるよう、適切な保健サービス、医療、リハビリテーション

の提供を行う人材を確保するため、関係機関との連携を図るとともに、保健・医療に関する研修会、

セミナー等の情報提供に努めます。 

 

  

★精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステム 
 
精神障がい者が、地域の一員として安心して自分らしい暮らしをすることができるよう、医療、
障がい福祉・介護、住まい、社会参加（就労）、地域の助け合い、教育が包括的に確保された地域
包括ケアシステムの構築に向けて取り組みます。 
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【取組の方向性】 

障がいのある子どもの能力や可能性を最大限に伸ばし、自立し社会参加するために必要な

力を培うため、一人一人の障がいの状態に応じきめ細かな教育や発達支援を行うとともに、

障がい者がその能力と適性に応じて仕事ができるよう雇用・就労の促進や社会参加の推進

に取組みます。 

 

 

 

⑴ 特別支援教育の推進 

共生社会の実現に向けて、インクルーシブ教育システムの理念を踏まえ、障がいのある子もない子も

共に学ぶことができ、個別の教育的ニーズに応じた適切な指導・支援のもと、合理的配慮が提供され

るよう特別支援教育を推進します。 

 

・教育的ニーズと必要な支援を踏まえた就学先決定に係る支援の実施 

・スクールカウンセラーや特別支援コーディネーター等の指導助言に基づく合理的配慮の提供 

・多様な学びの場（通常の学級、通級指導、特別支援学級、特別支援学校等）の充実 

・学校内の支援体制の整備（校内委員会の充実、特別支援スタディメイトや学習支援員の配置等） 

・個別の教育支援計画、指導計画の作成及び活用による社会的自立への支援 

・教育施設のユニバーサルデザイン化の推進（トイレ改修、手すりの設置等） 

・医療的ケアを必要とする児童生徒の受入れに向けた体制の整備 

・交流や共同学習を通した「心のバリアフリー」教育の推進 

・教育機関等における障がい児の教育に必要な教材備品等の整備 

・障がい児を対象とした補聴器等の購入補助 

 

Ⅲ 自立と社会参加への基盤づくり 

１ 支援が必要な子どもへの教育等の充実 

★インクルーシブ教育 

障がいの有無に関わらず、子どもたちが共に
学ぶ仕組みのこと。 
⇒障がい児に必要な教育環境の整備、障がい
児への合理的配慮の提供、一般的な教育制
度から障がい児を除外しないことが必要
です。 

★医療的ケア児 

人工呼吸器や胃ろう等を使用し、たん吸引
等の医療的ケアを日常的に必要とする子
どものこと。 
⇒医療的ケア児とその家族への支援には、
医療、福祉、教育等の多職種連携が必要
不可欠です。 

★児童発達支援センター「つくし学園」 

乳幼児期の発達に不安のある子どもたちの発達支援 

を行っています。お子さんの困り感、ご家族の思い 

に寄り添いながら小集団の中での支援や、お子さん 

の通園している保育園等に出向いての支援など一人 

一人の発達段階に応じた支援を行います。 

TEL 0765-24-3240 



- 31 - 

 

 

⑵ 教育相談体制の充実と生涯学習の推進 

障がいのある幼児児童生徒の一人一人のニーズを把握し、自立や社会参加に向けた主体的な取り組み

を支援するため、教育相談体制の充実と生涯学習の推進を図ります。 

 

① 就学前からの教育支援体制の充実 

・個別にふさわしい教育を推進するための就学相談、教育相談体制の充実 

・市特別支援教育コーディネーターを中心とした 

相談機能、体制の充実 

・教育機関、教育内容等に関する情報提供 

・学校見学会や就学に関する相談会等の開催 

    

② 生涯学習の推進 

・障がい者の学習機会の拡充 

・各種教養講座、講演会等の情報提供の充実（点訳・音訳広報による開催案内等） 

・障がい者の学習活動を支援するための手話奉仕員・朗読奉仕員の養成 

・障がい者が気軽に参加できる生涯学習環境の整備（会場のバリアフリー化、手話通訳者の派遣等） 

   ・市立図書館における大活字図書や朗読 CD等の提供の充実 

 

⑶ 発達支援体制の充実 

個別の教育的ニーズや障がいの特性に応じたきめ細やかな支援を乳幼児期から成人期まで一貫して

行うため、地域における継続的な発達支援体制の充実を図ります。 

 

① 地域における発達支援体制の充実 

・障がい福祉サービス等の充実による地域で必要な支援が受けられる体制の整備 

・児童発達支援センター「つくし学園」における障がいの多様化に対応する専門的機能の強化 

・つくし学園と事業所との緊密な連携による障がい児通所支援の体制整備 

・乳幼児期からの各種健康診査、訪問指導、育児相談等の充実 

・関係機関と連携した早期からの継続的な発達支援体制の充実 

・地域の幼稚園・保育所で受け入れ可能な障がい児の入園・入所の支援 

・医療的ケア児等に対する医療、福祉、保健等の関係機関による支援体制の構築推進 

・障がいのある子どもの放課後等の遊びや生活の場の整備促進 

・軽度・中等度難聴児を対象とした補聴器の購入費補助 

    

② 福祉施設等における発達支援機能の充実 

・児童発達支援センター「つくし学園」の機能の充実 

・施設職員等に対する専門研修の実施や発達支援等に関する情報提供等の実施 

   ・医療的なケアを必要とする子どもの支援にかかる関係機関による支援体制の構築推進 

・障がい児通所支援事業所等における支援の質の向上及び支援内容の適正化 
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年齢に応じた重層的な支援体制イメージ 

 

 

 

★乳幼児期 障がいの早期発見、早期療育に努め、障がい児・保護者へ早期の教育・育成支援を行います。 

★就学期 児童の教育的ニーズに対応した教育を充実させ、能力や可能性を伸ばす支援を行います。 

★成人期 個々のニーズに応じたサービス等を提供し、地域で自立して生活するための支援を行います。 

★高齢期 個々の状況に応じた介護保険、高齢者福祉、障がい福祉等の適切なサービスの提供、支援を行

います。  

０歳 ６歳 15歳 18歳 20歳 65歳

乳幼児期 就学期 高齢期
後期中等教
育期

■障害児保育 ■学童保育 ■生活介護

■児童発達 ■特別支援教育 ■自立訓練

   支援事業    （特別支援学校、 ■就労支援事業

■保育所等 　   小・中・高校） ■地域活動支援センター

   訪問支援事業 ■放課後等

   デイサービス

■障害児入所支援 ■施設入所支援

■グループホームなど

特別児童扶養手当 障害年金

障害児福祉手当 特別障害者手当

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ

成人期

ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
沿

っ
た
支
援

保
健
・
医
療

障がいの早期発見・早期療育、健康の保持・増進、精神通院医療

重度障害者医療費助成事業

自立支援事業（育成医療） 自立支援医療（更生医療）

日
中
活
動
の
支
援

＜在宅生活や社会参加に対する支援＞

■居宅介護　■短期入所　■日常生活用具給付　■移動支援など

住
ま
い
の
支
援

経
済
的
支
援

障害者等介護手当

特別支援教育就学奨励

介

護

保

険

事

業

高

齢

者

福

祉

事

業
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⑴ 障がいのある人の雇用促進・就労支援 

働く意欲のある障がいのある人が、その適性に応じて能力を発揮できるよう、障がい者の雇用・就労

を促進するため、事業者や社会の障がい者雇用に対する理解を深め、障がいのある人の就業機会の拡

大や職場定着への支援に取り組みます。 

 

・障がい者の雇用促進と理解を深めるための啓発活動の推進 

・障がいのある人に対する職業訓練等の紹介による職業能力開発の啓発促進 

・雇用分野における企業の理解促進（障がい者に対する差別禁止、合理的配慮の提供義務等の周知） 

・市における障害者雇用促進法に基づく法定雇用率を踏まえた障がい者雇用の推進 

・市における障がいの内容や程度に応じた合理的配慮の適切な提供、実施 

 ・障がい者の就労支援のための関係機関の連携体制の整備 

・障がい者合同企業面接会の開催等の雇用・就労情報の提供 

・関係機関と連携した障がい者の就労及び安定雇用に向けた支援の実施 

・県の障がい者チャレンジトレーニング事業による短期就業体験の推進 

・障がいのある人の一定期間試行雇用（トライアル雇用）の周知、円滑な常用雇用への移行支援 

・市内の民間企業に対する各種助成制度の周知、障がい者雇用に係る情報提供・助言 

   ・就労後における支援機関による継続的なフォロー体制の強化 

 

●障がい者の就労支援体制 

 

※障がいのある人が自立・安定した職業生活を営めるよう、関係機関と連携し、本人の状況やニーズ

に応じた就労支援を行います。 

 

 

 

 

 

事業主

魚津公共職業安定所

新川障害者就業・

生活支援センター

（新川むつみ園）

職業紹介

求職

連携・協力

連携・協力

富山県

障害者職業センター

連携・協力

相談

助言・指導

求人

相談

就業準備支援
ジョブコーチ支援

職場適応のための援助
情報提供

研修会の開催

障
が
い
者

相談

連絡調整
魚津市

学校

就労移行支援

事業者等

連携・協力 連携・協力

自立・安定した

職業生活の実現

２ 雇用・就労の促進 
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⑵ 福祉的就労の充実 

障がいのある人の地域における就労を支援するため、企業等に雇用されることが困難な障がいのある

人の福祉的就労支援の充実を図ります。 

 

・障がいのある人のニーズに合わせた福祉的就労支援の実施 

・障がい者及びその家族に対する福祉的就労に関する情報提供、就労相談支援の実施 

・障がい者就労支援施設等の製品の紹介、販売イベント等の周知・情報提供 

・福祉的就労、障がい者就労支援施設等に対する理解の促進 

・市における「障害者優先調達推進法」に基づく調達方針の策定、発注機会の拡大 

 

 

 

●障がい者総合支援法における就労系障がい福祉サービス 

 

 

 

  

就労移行支援 就労継続支援A型 就労継続支援B型 就労定着支援

事業
概要

①職場体験等の活動機会の
確保、必要な知識や訓練
②求職活動に関する支援
③適性に応じた職場の開拓
④就職後の定着のための相
談等の支援を行う。

①雇用契約の締結等による
就労の機会の提供
②生産活動の機会の提供
③その他就労に必要な知識
及び能力の向上のために必
要な訓練等の支援を行う。

①雇用契約の締結等によら
ない就労の機会の提供
②生産活動の機会の提供
③その他就労に必要な知識
及び能力の向上のために必
要な訓練等の支援を行う。

①雇用した事業所、障害福
祉サービス事業者、医療機関
等との連絡調整
②障がい者が雇用されること
に伴い生じる日常生活又は
社会生活を営む上での各般
の問題に関する相談、指導
及び助言その他の必要な支
援を行う。

利用
期間

２年
（最大１年の更新可能）

制限なし 制限なし ３年

通常の事業所に雇用されるこ
とが可能と見込まれる者（原
則65歳未満であること）

雇用契約に基づく就労が可
能である者（原則65歳未満で
あること）

雇用契約に基づく就労が困
難である者

企業等への就労を希望する
者

①移行支援を利用したが、企
業等の雇用に結びつかな
かった者
②特別支援学校を卒業して
就職活動を行ったが、企業等
の雇用に結びつかなかった
者
③就労経験のある者で、現に
雇用関係の状態にない者

①就労経験がある者で、年齢
や体力の面で一般企業に雇
用されることが困難となった
者
②50歳に達している者又は
障害基礎年金１級受給者
③①及び②に該当しない者
で、就労移行支援事業者等
によるアセスメントにより、就
労面に係る課題等の把握が
行われている者

就労移行支援、就労継続支
援、生活介護、自立訓練の利
用を経て一般就労へ移行し
た障がい者で、就労に伴う環
境変化により生活面・就業面
の課題が生じている者であっ
て、一般就労後６月を経過し
た者

対象者

 個々の特性やニーズに合わせて
サービスを選択します。 
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⑴ スポーツ・レクリエーション等の振興 

障がいのある人の健康増進と生活の質を高めることをめざし、日常的にスポーツやレクリエーション

に親しみ参加できるようスポーツ、レクリエーション等の振興に努めます。 

① 参加機会の確保・充実 

・各種スポーツ大会やレクリエーション交流会等の開催 

・スポーツ・文化活動への参加機会の確保・充実 

・年齢や障がいの有無等にかかわらずスポーツ・ 

レクリエーション活動に参加できる機会づくり 

   ・障がいのある人に対する使用料等の減免措置制度の周知 

  ② 障がい者スポーツの普及・向上 

   ・障がい者スポーツに対する理解と認識の拡大のための普及啓発 

・各種スポーツ教室・大会、障がい者スポーツ指導員養成研修等に関する情報提供 

・障がい者スポーツにおける全国大会等への選手の派遣、出場の支援 

③ スポーツ・文化施設等の環境整備 

・スポーツ、文化施設等におけるバリアフリー化の推進 

 

 ⑵ 文化芸術活動等の振興 

障がいのある人が日常的な文化芸術活動等を通じて、自らの能力を最大限発揮し、障壁なく社会参加

できるよう障がいのある人の主体的な文化芸術活動を支援するとともに、障がいのある人が障がいの

ない人とともに、多彩な文化芸術活動に親しみ、活躍する環境づくりを支援します。 

・芸術文化活動を通した交流機会、成果発表の機会の確保 

・魚津市障害者交流センターを拠点とした文化、レクリエーション活動の推進 

・障がいのある人の文化芸術活動等を支援するための人や活動の場づくり 

・障がいのある人が障がいのない人と同じように文化芸術活動を鑑賞、参加、創造する機会の充実 

・障がいのある人に対する観覧料等の減免措置制度の周知 

 

 ⑶ 障がい者団体等の活動への支援 

  障がいのある人が主体的に様々な活動に取り組めるよう、障がい者団体等の活動を支援します。 

・障がい者団体等へのスポーツ・文化活動の指導者の派遣 

・障がい者団体等への自主的な取り組みへの支援 

・障がい者団体による芸術作品展の開催支援 

 

⑷ 社会参加促進事業等の推進 

障がいのある人の生活の質的向上と自立を支援するため、社会参加を促す取組を実施します。 

・地域生活支援事業を活用したスポーツ・レクリエーション教室の開催 

・日常生活上必要な生活訓練等に関する講習会等の開催 

・障がい者の自動車運転免許取得等の促進 

  

３ 社会参加活動の推進 
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障がい者基本計画策定経過 

 

  
魚津市障害者福祉計画 

策定委員会 
市 

元年９月３日   計画策定にかかる議会説明 

10月３日 第１回策定委員会 
新たな計画の骨子、スケジュール等の説明 

計画の骨子、体系等について意見聴取 

10月 15日 

～11月 15日 
 計画策定にかかる意向・実態調査の実施 

（障がい者団体・事業所） 

12月 19日 第２回策定委員会 
意向・実態調査結果の説明 

計画素案について意見聴取 

２年１月 17日 

～２月 17日 
 素案パブリックコメントの実施 

３月 18日 第３回策定委員会 
パブリックコメント結果の説明 

修正した計画素案について意見聴取 
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魚津市障害者福祉計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 魚津市における障害者福祉計画に関する施策の総合的かつ効果的な推進を図るた

め、魚津市障害者福祉計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会は、次の事項を検討する。 

⑴ 魚津市障害者福祉計画策定に関すること 

（組織） 

第３条 策定委員会の委員は15人以内で組織し、次の各号に掲げる者のうちから市長が委嘱

する。 

⑴ 保健・福祉・医療関係者 

⑵ 教育関係者 

⑶ 学識経験者 

⑷ その他市長が必要と認める者 

（運営） 

第４条 策定委員会の役員は、会長及び副会長それぞれ1名を置き、委員の互選により定め

るものとする。 

２ 会長は、会務を総理し、策定委員会を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（委員の任期） 

第５条 委員の任期は、３年とする。補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（会議） 

第６条 策定委員会は、必要に応じて会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、会議の内容に関係のある者の出席を求め、その意

見若しくは説明を聞き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第７条 策定委員会の庶務は、社会福祉課において行う。 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営に関して必要な事項は、会長が策

定委員会に諮って定める 

附 則 

この要綱は、平成10年12月1日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成18年10月31日から施行する。 
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魚津市障害者福祉計画策定委員会委員名簿 

 

区  分 役 職 名 氏  名 

会長 医療関係者 魚津緑ヶ丘病院 院長 葛野 洋一 

副会長 福祉関係者 魚津市社会福祉協議会 会長 本元 義明 

委員 医療関係者 魚津市医師会 青山内科 院長 青山 圭一 

〃  学識経験者 富山福祉短期大学 教授 鷹西  恒 

〃  保健関係者 新川厚生センター 魚津支所長 沼田 佳奈子 

〃  福祉関係者 魚津市立つくし学園 園長 柿本 尚子 

〃  〃 魚津市障害者生活支援センター 所長 松岡  歩 

〃  〃 サポート新川 センター長 上波 薫 

〃  〃 魚津市障害者連合会（身体）会長 石田 三三明 

〃  〃 魚津市手をつなぐ育成会（知的）会長 常楽 美恵子 

〃  〃 魚津地域家族会オアシス会（精神）会長 青山 正二 

〃  教育関係者 魚津市小学校長会 よつば小学校教頭 大田 賢生 

〃  労働関係者 魚津公共職業安定所 就職促進指導官 松本 貴之 

 

事 務 局 魚津市民生部長 矢田 厚子 

〃 魚津市民生部次長兼社会福祉課課長 吉﨑 敏 

〃 魚津市民生部社会福祉課課長代理 池川 幸博 

〃     〃      主査 亀田 諭可 

〃     〃      主任 金三津 杏奈 

〃     〃      主事 佐竹 佑介 
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魚津市障がい者基本計画の策定に係る実態・意向調査 

 

１ 調査の概要 

障がい者基本計画の策定にあたり、障がい者の生活状況やサービス等に対する要望、障

がい福祉サービス提供事業所の実態や今後の動向、魚津市の福祉施策に対するニーズを把

握し、今後の障がい者施策の推進に役立てるための基礎資料とするために実施する。 

 

２ 調査期間 令和元年10月15日～令和元年11月15日 

３ 調査の対象 

 （１） 魚津市内の障がい福祉団体（４団体） 

魚津市障害者連合会、魚津市手をつなぐ育成会、魚津地域家族会オアシス会、 

新川地区重症心身障害児親の会「それいゆ」 

 （２） 魚津市内に住所を有する障がい福祉サービス事業所（23事業所） 

     施設名 形態 

1 新川ヴィーラショートステイ 短期入所 

2 障害者支援施設ひゞき 
短期入所・生活介護・施設入所支援・相談支援・就労継

続支援 B型・日中一時支援 

3 坊丸の郷 生活介護・日中一時支援 

4 わかくさ作業所 生活介護・就労継続支援 B型・日中一時支援 

5 魚津市身体障害者デイサービスセンター 生活介護（共生型）・日中一時支援 

6 デイサービス友道 生活介護（共生型） 

7 デイサービスあんどの里ありそ館 生活介護（共生型） 

8 専正寺デイサービスまごころ 生活介護（基準該当）・日中一時支援 

9 こみゅにてぃはうす愛夢 生活介護（基準該当）・日中一時支援 

10 self-A・151A 魚津 就労継続支援 A型 

11 ワークサポートあゆみ  就労移行支援・就労継続支援 B型 

12 魚津オレンジ 就労移行支援・就労継続支援 B型 

13 わかくさ会こっころ 放課後等デイサービス・日中一時支援 

14 魚津地域福祉事業所えがおのぽぴぃ 放課後等デイサービス・日中一時支援 

15 つくし学園 児童発達支援センター 

16 魚津市障害者生活支援センター 相談支援 

17 障害者社会復帰センターあゆみの郷 サポート新川 短期入所・共同生活援助・相談支援・地域活動支援センター 

18 ひかり荘 共同生活援助 

19 グループホーム大光寺 共同生活援助 

20 グループホーム坊丸・坊丸の家 短期入所・共同生活援助 

21 グループホームみどり 共同生活援助 

22 社会福祉法人魚津市社会福祉協議会 移動支援（車両移送型） 

23 魚津市社協ヘルパーステーション 移動支援（個別支援型） 

 

４ 調査方法 郵送による配布・回収による自記式調査（配布数23、回収数23、回収率100％） 

５ 調査結果 （次項） 



 

 

Ⅰ 調査結果（団体） 

 

1 団体について 

団体の活動内容や抱えている課題等 

【魚津市障害者連合会】 

ボーリング交流会や体育大会、水泳教室、もちつき交流会などを行い、身体障がいのみでなく３障がいがと

もに交流する機会をつくっている。個人情報の保護により、新しい人への連絡が難しく、新たな参加者が少

ない。若い障がい者の参加も少なくなっている。連合会が発足して 20 年以上過ぎてきたため、マンネリ化

の傾向が感じられるように思う。 

 

【魚津市手をつなぐ育成会】 

若年層の会員が少ないので、支援学校へ行っている人や事業所に通う人達に育成会の活動を知ってもらうた

めにも、案内状を郵送し活動への参加を誘いたいが、個人情報保護法で連絡しづらくて困っている。 

 

【魚津地域家族会オアシス会】 

交流（家族会）、研修会、相談活動、要望活動、広報・啓発、他障がい者団体との共同連携を行っている。

課題は、①福祉サービスの充実（つながるようにすること、医療費助成や交通運賃の割引、就労、住居、居

場所、訪問型支援など）、②家族会員を増やすこと、③精神障がい者に対応した地域包括ケアシステムの構

築また相談支援事業所の拡充など。 

 

【新川地区重症心身障害児者親の会「それいゆ」】 

重症心身障がい児者の子どもをもつ親が、子供たちが地域で安心して毎日を送れるように情報交換の場とし

て活動しています。各行政機関への働きかけ、勉強会、地域交流の一環としてレスパイトサービス事業の運

営、「それいゆ便り」の発行、子どもたちへの発達向上のための行事、訓練事業の運営など。親、子ともに

高齢になり、日々の生活に精一杯となり、活動が大変になってきています。ボランティアさん、スタッフも

なかなか集まらないのが現状です。 

 

今後、地域の中で果たしていきたい役割 

【魚津市障害者連合会】 

各団体ともいろいろ相談をして、行事の進め方、運営の仕方など、連合会がもっとみんなに喜んでもらえる

ような事を見つめ直し、行政と相談して指導してもらい、知恵を出し合って進めていく事が必要だと思う。

地域の障がい者や市民、事業者とコミュニケーションをとり、地域に密着して交流を深めていきたい。 

 

【魚津市手をつなぐ育成会】 

知的障がい者の特性を理解してもらえるように、イベントや地域で実施される活動（清掃、防災訓練等）に

積極的に参加していきたい。 

 

【魚津地域家族会オアシス会】 

精神障がい者（家族も）が地域で安心して暮らしていけるように心の病と生活のしづらさを理解してもらう

ために、市民の皆さんに伝えていきたい。 

 

【新川地区重症心身障害児者親の会「それいゆ」】 

私たちはこれからも地域の中で、在宅で生活していきたいと考えています。自分の子供たちがいることを知

ってもらうことが大切だと考えているので、なるべく外に出かけています。親も積極的にボランティア活動

にも参加しており、重症心身障がい児者、医療的ケア児者の啓発も頑張っていきたいと思っています。 

 



 

 

２ 利用している障がい福祉サービス等について 

会員の方がよく利用する障がい福祉サービス、制度、施設等 

【魚津市障害者連合会】 

タクシーガソリン券、内部障がい者は日常生活用具給付、車いすなどの補装具の支給など。 

【魚津市手をつなぐ育成会】 

入所施設、通所事業所（就労 B型事業所、生活介護事業所が多い）の利用。今後の生活設計等で相談支

援サービスも多く利用している。 

【魚津地域家族会オアシス会】 

自立支援医療、障害年金、訪問看護、ホームヘルプサービス、デイケア、サポート新川利用、福祉タク

シー・ガソリン券など。 

【新川地区重症心身障害児者親の会「それいゆ」】 

居宅介護（ホームヘルプ、入浴介護、移送支援）、生活介護、短期入所、就労継続支援 B型 

 

上記のサービス等をよく利用する理由や満足している点 

・車いすやストーマ装具など日常生活に必要不可欠なため。 

・日々の生活が安定して充実した障がい者本人の持っている隠れた可能性、能力を導き出してもらえるこ

とを期待しています。 

・ホームヘルプサービスで、ヘルパーさんと会話し楽しそうにしていることなど。 

・毎日のデイサービス利用は、障がい児者の日常生活リズムの確立、レベル維持・向上のため、大変満足

しています。また、親の仕事や親の親の介護のために時間が取れることなど満足しています。 

 

サービス等を利用する上で、不便・不足を感じている点（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・事業所での支援で人材も不足しているので、大変なことはよくわかるが、もう少し一人ひとりと向き合

った支援をしていただけるように工夫や配慮があることを希望します。 

・利用できていない方への説明や理解を十分にすること。 

・短期入所で利用できる施設が足りない。緊急時になかなか対応できない。医療的ケア児者の施設がない。

グループホームで重心の利用できる施設がない。親の高齢化に向け必要となっている。 

 

今後充実してほしいサービス等 

・緊急時の迅速な対応のためにショートステイの場の確保。グループホームの確保及び将来グループホー

ムの生活へ滑らかに移行できるように、グループホームの生活体験を十分にできるように場の確保を願

います。 

・地域で就労を希望される方が多いが、数も少なく選択できない。富山市までは遠くて行けない。デイケ

ア利用者が就労（A型、B型、一般）との間で、引きこもっている。もっとハードルの低いサービスがあ



 

 

れば地域に出ていける。居場所もその一つ。 

・短期入所ができる施設の増加（高齢者の施設でも利用できないか？）グループホームの増加、重度障が

い者等包括支援、緊急時に対応できる相談事業者の早期設立。 

 

相談支援についての意見・要望 

・精神障がいに対応した相談支援事業所が少ない。特に困難なケース含めて人材育成、相談所を拡充して

ほしい。24 時間 365 日の相談体制、緊急時は自宅まで来て、当事者・家族に寄り添って対応してほし

い。 

・相談支援はとても満足しています。緊急時に対してもすぐに対応があり嬉しく思っています。子どもの

ころからの状況把握によりスムーズに行えていると思います。 

 

３ 地域生活・一般就労について 

障がいのある方が一般就労するために必要なこと 

・精神障がい者枠を受け入れる企業を増やしてほしい。職場での理解や合理的配慮がなされるよう関係機

関に働きかけてほしい。柔軟な労働条件（超短時間労働、休憩など）を考えてほしい。IPS（個別の就労

支援プログラム）を推進してほしい。 

・地域の人々の理解が大切。障がいのある人ない人のふれ合う場を多くして、一般の人々の理解を多くす

ることが大切である。 

・交通手段の確保や障がい者用の駐車場の整備。職場の理解度を高めること。 

※IPS＝就労支援、生活支援、医療支援それぞれの専門家がチームを組むことで、包括的に精神障がい者の就

労を支えるプログラム。基本原則は、症状が重いことを理由に対象外としない、専門家でチームを作る、

職探しは本人の興味や好みに基づく、経済的な相談に関するサービスを提供する、働きたいと本人が希望

したら迅速に就労支援サービスを提供する、就職後のサポートは継続的に行うこと。 

 

障がいのある方が地域で生活するために必要なこと 

・障がい特性を理解してもらえるようになりたい。 

・私たちも家族の障がいをわかり（理解し）どのような支援や工夫で障がい者が安心して過ごせるのか、

気持ちの切替方法を知り、生活の中で取り入れていくこと。余暇活動もひとつの手段であると考えられ

るので、今後の課題としてはどんな活動をすることが明日への勇気につながるかを考えていきたい。会

としては習字教室に取り組んでいる。 

・精神障がいのピアの活動や家族の体験を生かして地域の方や当事者、家族につながること。居場所があ

ると出会いもできる。 

・24時間 365日の電話相談。 

・障がい者駐車場の一般住民の理解（だれでも駐車しているのをどうにかしてほしい）。 

・災害時の避難について、私たちの思いをきいてほしい。 

・玄関先や入口の段差解消などのバリアフリーの推進（民間・公共施設、自宅ともに。） 

 

４ 保健・医療について 

保健・医療施策についての意見・要望 

・心の健康については、医療・保険関係者の話をきく機会を増やし、相談支援体制を充実すること。 

・労災病院のレスパイトでの活用、医療的ケア児者の利用方法。 

 

５ 療育・教育について 

療育・教育や学校生活についての意見・要望 

・新しい情報は速やかに提供してください。特に支援級に通っている人たちへの情報提供をお願いします。 

・精神については、心の病気と生活のしづらさがほとんど知られていない。普及啓発のためには、小中高



 

 

の教育課程で年代に応じた正しい理解ができるように知らせること。早期発見・早期治療につなげて、

偏見を減らすようにしていく。 

・つくし学園の整備・活用方法をもっと充実してほしい。子どもだけでなく、たくさんの障がい児者が利

用できるように。 

 

６ 市の福祉施策について 

これまでの市の福祉施策に対する評価 

・魚津市は福祉に対して手厚いので感謝している。 

・要望活動での話し合いや研修会の講師派遣、民間事業所への活用など努力されている面もあるが、魚津

市独自の施策をもっと実施してほしい。 

・今まで魚津市の障がい福祉は、新川地区では充実していました。これから財政的にはどうでしょうか。

今まで以上に満足のいくように当事者、家族と話し合いをもって考えていってほしいです。 

 

今後の障がい福祉施策の充実に向けて必要なこと（３つまで選択可） 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

当事者、家族の思い

を十分に反映してほ

しい。 

 

今後、市の福祉施策に希望すること 

・魚津市でいつまでも安心して生活していけるように、緊急時の対応を充実してほしい。障がい者のショ

ートステイの十分な確保。重度の障がい者も充実したサービスが受けられる生活介護事業所の確保。 

・①新川地域の精神保健福祉医療の取組情報をもっとわかりやすく伝えてほしい。②魚津市（新川地区の）

ひきこもりの実態調査と対策を考えてほしい。③家族会、当事者（ピア）の活用を考えてほしい、声を

きいてほしい。 

・介護する者が高齢となり、親なき後のことを十分に話し合う場を設けてほしい。医療的ケア児者に対す

る支援、人材育成のための支援、重症心身障がい児者の短期入所施設・病院を充実してほしい。 

・手話教室は、長い年月、開催し、勉強していると思うが、人間が育たないのか、市に登録者がいないの

か、手話通訳の派遣について、富山に一度申し込みしなくても利用できる方法にできないでしょうか。 

 

７ 自由回答 

その他、自由意見 

・魚津市だけでは難しいため、近隣市町村と十分に連携をとって、私たちの子どもたちが長く在宅で住み

慣れた地域で安心安全に暮らしていけるように強く望みます。 

  



 

 

Ⅱ 調査結果（事業所） 

 

１ 事業所について 

事業を運営する上で特に重視していること（３つまで選択可） 

 

 

 

 

【その他】 

利用する子どもの安全 

（日中一時） 

 

 

 

２ 提供しているサービスについて 

サービスを提供する上での課題（３つまで選択可） 

【その他】 

・入所者の高齢化に伴う介護量の増加        ・介護量の確保（人員確保、量・質ともに） 

・利用者の確保（新規利用者がほとんどいない）   ・高次脳機能障がい者の対応が難しい。 

・医療的ニーズへの対応（てんかんへの対応も含めて） 

 

上記の課題の主な理由（該当を選択） 

 【その他】 

・職員の目が行き届いていないことがある。   ・適材適所の作業・対応が難しい。 

・利用者の重度化（年齢の若い方の重症度が高く、介護量が多い） 

・専門的知識（てんかんへの対応等）を要するため、スタッフの質が追いつかない。 

 

 



 

 

サービスの利用について受ける相談や苦情の内容（３つまで選択可） 

  

【その他】 

・作業内容や人間関係について。         ・送迎車を増やしてほしい。 

・施設の老朽化                 ・利用日の増回や時間の相談が多い。 

・施設環境が悪い（トイレが少ない、狭い、暗い）。 ・土曜日や時間延長の希望。 

・ご家族としては併用しないで１ヵ所の事業所で１週間通して利用したいという希望が多い。長期休業時

の引き渡し時間が併用事業所により異なり、仕事上、平日と同じようにしてほしい要望が多い。 

 

３ 今後について 

今後、地域の中で果たしていきたい役割（自由記載） 

・ショートステイの特性を生かし緊急時などの受入れニーズにできるだけ応えられるようにしたい。 

・障がい者の場の提供（ユニバーサル就労）。障がい者差別防止への取組（地域に出て偏見をなくしたい）。 

・地域の一員として社会参加し、障がい者の権利擁護を図る）。新川圏域では唯一の身体施設として、専門

性の高いサービスの提供。 

・障がい者ばかりでなく、施設を地域住民にも利用してほしい。 

・地域の行事などに積極的に参加し、連携を強化する。 

・障がいのある方一人ひとりの「私はこうしたい」という思いの実現、障がい者理解を深めることを

目的とした活動の取組み、障がいのある児童や医療的ケアが必要な方の積極的な受け入れ。 

・障がい者も高齢者も気軽に交流できる場所として、また家庭的な雰囲気作りに力を入れ、皆様が過ごし

やすいデイサービスを継続していきます。地域行事にも参加し、地域の一員とした施設でありたい。 

・障がいのある方が地域での自立した生活を送ることができるよう共生型サービスをとおして自立支援の

お手伝いができればと思っています。 

・介護施設にはどのような人たちが利用されているのか、その実態を地域の方に理解してもらうには、い

ろいろな方法があると思う。例えば行事などに一緒に参加いただき、その中で介護施設といっても決し

て閉鎖的ではなく、また利用されている方はごく普通の人たちなのだと理解を深めてもらうために施設

自体が開放的になる必要があると思う。 

・以前は障がいのある方を雇っており、機会があればまた雇っていきたい。 

・Ａ型事業所であるが、一般企業と変わらない力量で仕事ができ、役立てるようにしたい。 

・障がい者理解普及のため、大人から子どもまでの地域交流の促進。 

・障がい者ひとり一人が自立、自活し、今以上に力をつけて社会活動に参加していってもらえる事業所に

なっていきたい。 

・地域の方が気軽に集える場で制度外での利用ができる場になればと思います。 

・当事業所の放デイ事業を活かして、地域の一般の子ども達が集うことのできる居場所づくりを地域の空

き家を活用してやっていきたい。障がい児理解のための啓発活動をしていきたい。 

・質の高い発達支援サービスの提供。より身近な所で相談できるための人材育成（保育士、保健師な

ど）。ライフステージに応じた相談支援体制の整備と人材育成。 



 

 

・障がいのある方が孤立せずに、住み慣れた地域で生活が継続できるように支援していきたい。また、生

きがいを感じながら生活できるように、活動の場を提案しながらサポートしていきたい。 

・現在、納涼祭など地区での行事などにも参加しており、自然な形で交流していきたい。 

・地域に溶け込んだ施設づくり。 

・気軽に集まったり利用したりできる場（災害時、地域交流等） 

・どのような障がいをもっておられるのか、どのような要望を持っておられるのかを把握し、訪問サービ

スで担うことができる部分で支援できればよいと思う。 

・公共交通機関の利用が難しい常時車いすで日常生活を過ごされる障がい者が、自立と社会参加を促

進するため、今後も安全第一で移送サービスを運行していきたい。また、特殊車両を使用し、家族

の負担軽減と自立を促していきたい。 

 

今後新規に参入を検討している障がい福祉サービス等（自由記載） 

・当該事業所を利用している高等部のお子さんたちが卒業した後の受け皿について、ニーズ調査をして生

活介護へ新規に参入して多機能型を目指している。 

・共生型放課後等デイサービス事業 

・共同生活援助について、日中サービス支援型、介護サービス包括型の検討 

 

４ 地域生活・一般就労について 

障がいのある方が一般就労するために必要な支援（自由記載） 

・企業側の障がい者への理解  ・交通手段の確保 

・生活の支援、相談支援 

・企業と障がい者をつないでくれる「障害者就業・生活支援センター」のような支援、チャレンジトレー

ニングのようなお試しできる環境、ジョブコーチのように専属でついてくれる支援者。 

・障がいのある人が仕事につくには、その方の思いや悩み等を相談できるところが必要だと思う。その人

に合った職権やその仕事に月にはどのようなトレーニングや準備が必要になるか助言できる支援が必

要になる。さらには就職後も長く働けるように本人だけでなく、就職先のサポートも重要。 

・企業による事業所見学。一般就労した方と企業へのフォローアップ体制。 

・定期的に本人及び事業者とのミーティングをして、継続的なサポートを行う。ハローワークなどでの相

談体制の充実。 

・生活リズムを整え、毎日決まった時間に出社できるようにする。眠れない、食べられないなどがある場

合、原因となることを一緒に考え、話をきく、アドバイスをする。専門的な知識がある職員だと尚よい。

支援員との連携は重要。 

・環境づくり。いろんなことを対処する力を身に着けていくことができる相談・教育機関。 

・就労支援を担うことのできる人材を育成する。障がいの方が就労されている企業や施設の取組や成功し

ている例、努力など理解できるような研修を行う。 

・相談のあるケースでは、一般就労が続かず困っておられる方が多い。続かない理由に人間関係や作業内

容の問題がある。その人の特性や向き不向きなどを再確認できる就労移行事業所があればいいのではな

いかと思います。現在、移行作業所は減ってきている。 

・地域住民、施設職員、市役所など関係者が連携をとれるような場所、システムが必要。 

・コーディネート機能。余暇支援。就労している人たちのネットワーク（仲間）づくり。 

・特別支援学校等の高等部３年生の本人、保護者向けの相談会や合同就職説明会のような機会を各学校で、

企業側の担当者の方が直接出向いて説明等をしてくださると良いと思う。 

・様々なチャレンジの機会を作ってあげることが必要だと思う。 

・様々な経験を通して可能性を発見したり、社会性を身につける機会を増やす支援。 

・現状では、障がいの度合いが高くなるほど難しくなっており、今後は AIを組み合わせることにより、警

備の仕事などもできるのではと思われます。 



 

 

 

障がいのある方が地域で生活するために必要な支援（自由記載） 

・地域住民の理解（２事業所）、地域行事への参加。 

・障がい理解の普及（学校教育など）。 

・訪問サービスの充実。 

・公共交通、移動手段などの環境整備（２事業所） 

・地域住民の理解につながる事業。障がいのある人がサービス、支援を受ける側でなく、住民とともに支

援する方になることのできる活動の充実。マスメディア等の活用（デザイン性の高い伝え方）。 

・就労、日中の居場所の確保。地域の理解・協力。相談できる人。家族の協力。 

・訪問介護の仕事に就いて初めて障がいを持っておられる方がいるのだとわかり、多くの方々がおられ驚

きました。地域の方々もどのような方がおられるのかわからないと思うので、知っていただく必要があ

ると思います。障がいの方の支援の必要性は個々に違うと思うので、そこを理解してからの支援だと思

います。障がいを持っておられる方々が気軽に相談できる所をつくることが必要だと思います。 

・グループホーム等の住まいの確保（４事業所） 

・魚津市はショートステイのベッド数が少ないと思う。 

・グループホームなど満室のことが多い。住まいの確保が重要。最低限のコミュニケーション能力を身に

着けるために人と接する機会を作っていくこと。 

・生活支援、親なき後の支援 

・家族の高齢化に対する支援。本人、家族ともに安心できるバックアップ（総合相談）。 

・家族が緊急で介護できなくなった場合や介護負担軽減のためのショート等の施設の確保。障がいのある

方のニーズに応じた余暇活動の充実。 

・身体障がい者（車いすユーザー）が利用できるグループホームの確保、交通手段の確保（施設の近くに

バス停がない）、訪問看護サービスの確保、買い物（配達してくれるところが少ない。どこも人員不足と

言われる。） 

・サービスの確保、バリアフリー化、住まいの確保、余暇活動の充実などは、当然必要な支援と考える。

さらに、障がいをもっている方でも出来ること、得意なことがある。それは、ひとりひとり異なるが、

周囲がそれを理解し、できることを妨げないで、自分でやる（自立する）ことは大事なことだと感じる。

地域においては、その方のできることを踏まえて、役割・居場所を与えてあげることが、社会参加と生

きがいに大いに繋がると思われる。 

・障がいの特性によりサービス内容は違ってくると思うが、24時間体制の見守り等のサービス（重度訪問

支援）、短期入所の増床、緊急時の受け入れ施設、強度行動のある方の受入れ施設が必要だと思う。 

・生きづらさを抱えている障がいのある方々にとって、サービスの情報の収集、確保が困難だと思う。ホ

ームページで情報を開示やパソコン等を使用できない方のための紙ベースでの情報など、視覚だけでな

く、聴覚での発信等、障がいの特性に合わせたわかりやすい情報を発信して欲しい。 

・障がい者といっても各々問題点が違っており、専門的な知識をもった方を育成し、障がいの有る方が生

活に困らないように考えていく必要がある。 

・障がいから介護保険に移行した場合、事業所の障がい者理解と対応のノウハウ、利用負担金の軽減がな

いとなかなか介護保険の利用が難しい現状があります。 

・生活、仕事を一体的にとらえたサービスの充実 

・買い物難民に対する移動販売のエリアの拡大、回数の充実。 

 

５ 市の福祉施策について 

これまでの市の福祉施策に対する評価（自由記載） 

・適切に対応いただけています。 

・行事の企画、実施などとても高く評価している。 

・十分評価できる。   



 

 

・一層の努力をお願いしたい。 

・情報の発信、地域住民の理解が広がるようお願いします。 

・動きが軽い、早いと感じています。ありがとうございます。 

・個人の事業所や団体にゆだねられている部分があると思うが、それぞれの事業所や団体の現状と課題を

確認しつつ、今後を検討していっていただきたい。 

・障がい福祉に関しては、楽しみな行事の企画、実施（魚津市障害者連合会等）をしていただいたり、障

がいの特性、家庭環境などから支給量を増やしていただいたりと感謝しています。 

 

今後の障がい福祉施策の充実に向けて必要なこと（３つまで選択可） 

  

【その他】 選択肢補足意見：介護保険に移行した場合の利用者負担の軽減 

 

今後の市の福祉施策に希望すること（自由記載） 

・障がいのある方が独り暮らし又は高齢になった際の生活について、もっと考えていく必要があるのでは

ないでしょうか。 

・グループホームの建設（特に女性用） 

・障がい者でもなく、健常者でもないグレーの人達が多くいることがわかってきました。そういった方々

へのサービス、施策があればと思います。 

・県内の放デイ事業所は、ハード面において空き家を改修して稼働している所が多い。サービスの低下に

ならないように物件によっては改修費に高額な費用がかかる。例えば、福祉事業目的で空き家をリフォ

ームして活用するための補助金があれば、新規で事業を立ち上げたい事業所にとっては、ハード面の負

担軽減となる。 

・事業所と行政、利用者とご家族の連携を密にとれるような機会（イベントや訪問など）が多くあれば嬉

しいです。 

・長期的スパンの支援となるため、切れ目のない体制や医療・保健・福祉での人材の育成・確保が大切に

なるかと思います。 

・福祉施設で働く人材が不足しているのが現状であり、市から人材の確保などに指導していただける

と助かる。 

・どれも大切なことであるが、フォーマルサービスによる支援だけでは金銭的な限界と本人たちの暮

らしに対する満足度に限界があると思う。その流れを作っている支援者自身が大きく意識を変えな

ければ、持続可能な豊かな暮らしにはつながらないと思う。 

 

 



 

 

６ 自由回答 

その他（自由記載） 

・地域住民と協働事業を行う（飲食店、温泉など）。 

・廃園、廃校になった物件の有効活用の話し合いの場の設定 

・農福連携で先進的に取り組んでいる事業所等の見学の企画 

・手続き（市への手書きの提出書類）がもっと簡単になると良い。（氏名・住所・手帳情報などあま

り変化しない者があらかじめ印字してあるなど。）、入所者は肢体不自由で代筆を要する方が多く、

そこに取られる事務負担が減るようにしてほしい。 

・Ａ型、Ｂ型という決められた中でのサービスに若干の矛盾を感じています。就労支援サービスを継

続していくにあたり、いろいろな意見交換をしていけるとよいと思います。 

・限られた予算でより効果的なサービスを提供するためには PDCA サイクルが重要。運動会等の連合

会主催行事に参加した保護者からその実施の在り方について、時代に合っていない、もっと別の予

算の使い方にした方が良いのではとの意見が聞かれた。 
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新川圏域の障がい福祉サービス事業所・福祉施設（令和２年３月現在） 

※魚津市利用者数は令和元年11月時点  

①居宅介護・重度訪問介護（魚津市のみ）     

事業所名 所在地 運営主体 
魚津市 

利用者 
指定年月 

魚津市社協ヘルパーステーション 魚津市新金屋 2-13-26 （福）魚津市社会福祉協議会 32 Ｈ18．10～ 

新川ヴィーラ訪問介護事業所 魚津市本江 2236-2 （福）新川老人福祉会 1 Ｈ18．10～ 

ヘルパーステーションあんどの里ありそ館 魚津市北鬼江 1177 （福）海望福祉会 2 Ｈ28.6～ 

      

②同行援護      

事業所名 所在地 運営主体 
魚津市 

利用者 
指定年月 

魚津市社協ヘルパーステーション 魚津市新金屋 2-13-26 （福）魚津市社会福祉協議会 3 Ｈ23．10～ 

ヘルパーステーションあんどの里ありそ館 魚津市北鬼江 1177 （福）海望福祉会 0 Ｈ30.2～ 

工房あおの丘 下新川郡入善町道古 34-3 NPO法人工房あおの丘 0 Ｈ23．10～（休止中） 

      

③行動援護      

事業所名 所在地 運営主体 
魚津市 

利用者 
指定年月 

ヘルパーステーションあんどの里ありそ館 魚津市北鬼江 1177 （福）海望福祉会 0 Ｈ28.6～ 

      

④短期入所      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

ショートステイひゞき 魚津市仏田 3468 （福）海望福祉会 空床+3 6 Ｈ18．4～ 

新川ヴィーラショートステイ 魚津市大光寺 450 （福）新川老人福祉会 空床 1 Ｈ18．10～ 

医療法人社団信和会障害者社会復帰セン

ターあゆみの郷 りんごの家 
魚津市立石 205-2 （医）信和会 1 2 Ｈ18．10～ 

坊丸の家 魚津市大光寺 1229 （福）新川むつみ園 1 4 Ｈ29.6～ 

富山県立黒部学園 黒部市石田 6771 富山県 5 0 Ｈ18．10～ 

石田の家短期入所 黒部市石田 963-2 （福）新川むつみ園 1 1 Ｈ25．8～ 

富山型デイサービスしばんばの里「こもれび」 黒部市生地芦区 34 アイ福祉サポート（株） 4 0 Ｈ27.2～ 

新川むつみ園短期入所事業 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 4 1 Ｈ18．10～ 

青野の家 下新川郡入善町上野398-1 （福）新川むつみ園 1 0 Ｈ24．8～ 

共生型グループホーム華のれん 下新川郡入善町入膳4716-5 東京堂（株） 1 0 Ｈ29.7～ 

ライフ 下新川郡入善町横山78-1 （福）にいかわ苑 2 1 Ｈ24．７～ 

特別養護老人ホーム 有磯苑 下新川郡朝日町泊 555 （福）有磯会 空床 0 Ｈ18．10～ 

ショートステイみどり 魚津市大光寺 287 （医）弘仁会魚津緑ヶ丘病院 空床 0 Ｈ30.11～ 
      

⑤生活介護      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

障害者支援施設ひゞき 魚津市仏田 3468 （福）海望福祉会 20 11 Ｈ20．4～ 

坊丸の郷 魚津市大光寺 1234 （福）新川むつみ園 20 15 Ｈ23．8～ 
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わかくさ作業所 魚津市大光寺 1010-14 NPO法人わかくさ会 18 15 Ｈ24．4～ 

魚津市身体障害者デイサービスセンター 魚津市本町 1-4-32 （福）魚津市社会福祉協議会 23 26 Ｈ30.4～ 

宗教法人専正寺デイサービスまごころ 魚津市本江新町 9-8 （宗）専正寺 20 3 
Ｈ22．4～通所介

護（介護保険） 

※基準該当 

こみゅにてぃはうす愛夢 魚津市吉島 553-1 NPO法人無漏路 10 0 
Ｈ22．12～通所介

護（介護保険） 

※基準該当 

デイサービス友道 魚津市友道 1469 （福）海望福祉会 10 1 Ｈ30.4～ 

デイサービスあんどの里ありそ館 魚津市北鬼江 1177 （福）海望福祉会 10 1 Ｈ30.4～ 

くろべ工房 黒部市吉田 745-3 （福）くろべ福祉会 20 6 Ｈ20．4～ 

あいもと里山工房 黒部市宇奈月町愛本新1052 （福）くろべ福祉会 10 2 Ｈ27.12～ 

障害者支援施設 新川むつみ園 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 80 13 Ｈ23．4～ 

工房あおの丘 下新川郡入善町道古 34-3 NPO法人工房あおの丘 10 4 Ｈ23．4～ 

新川むつみ園地域生活支援センター 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 20 2 Ｈ19．4～ 

ハートフィールド 下新川郡入善町横山78-1 （福）にいかわ苑 14 3 Ｈ24．4～ 

デイサービス隠居くらぶ 黒部市田家新 765-2 有限会社隠居くらぶ 30 0 Ｈ30.4～ 

富山型デイサービスしばんばの里「こもれび」 黒部市生地芦区 34 アイ福祉サポート（株） 4 0 Ｈ30.4～ 

富山型デイサービスカエルの子 下新川郡朝日町荒川250-4 NPO法人ゆきあかり 15 0 Ｈ30.4～ 
      

⑥自立訓練（生活訓練）      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

ハートフィールド 下新川郡入善町横山 78-1 （福）にいかわ苑 ６ 1 Ｈ23．4～ 

工房あおの丘 下新川郡入善町道古 34-3 NPO法人工房あおの丘 6 0 Ｈ19．4～ 

新川むつみ園地域生活支援センター 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 10 0 Ｈ19．4～ 
      

⑦就労移行支援      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

ワークサポートあゆみ 魚津市立石 161 （医）信和会 10 1 Ｈ21.3～ 

ミルキーウェイ 下新川郡入善町入膳2942-11 東京堂（株） 6 0 Ｈ27.11～ 

多機能型事業所にいかわ 黒部市新牧野101サンビル 2階 NPO法人教育研究所 10 1 Ｈ29.11～ 

魚津オレンジ 魚津市北鬼江 142-1 （株）オレンジ ６ 0 Ｈ30.3～ 
      

⑧就労継続支援Ａ型      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

ラヴォーロあおの丘New 下新川郡入善町道古 34-1 NPO法人工房あおの丘 10 1 Ｈ26．6～ 

サンフィールド 下新川郡朝日町南保 72-1 （福）にいかわ苑 10 1 Ｈ29.4～ 

self-A・151A魚津 魚津市上村木１-8-6 （株）151A 20 8 H31.2～ 

self-A・しおり黒部 黒部市植木491-1コートハウスK （株）しおり 20 2 R1.6～ 
      

      



- 52 - 

 

⑨就労継続支援Ｂ型 

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

わかくさ作業所 魚津市大光寺 1010-14 NPO法人わかくさ会 20 14 Ｈ19．4～ 

ワークサポートあゆみ 魚津市立石 161 （医）信和会 30 22 Ｈ20.4～ 

くろべ工房 黒部市吉田 745－3 （福）くろべ福祉会 20 10 Ｈ20．4～ 

せせらぎハウス黒部 黒部市岡 208 （福）せせらぎ会 20 5 Ｈ20．4～ 

ワークフィールド 下新川郡入善町椚山3410-1 （福）にいかわ苑 40 1 Ｈ18．10～ 

工房あおの丘 下新川郡入善町道古 34-3 NPO法人工房あおの丘 14 9 Ｈ19．4～ 

新川むつみ園地域生活支援センター 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 20 5 Ｈ21．4～ 

いっこく 下新川郡入善町入膳2942-11 東京堂（株） 14 2 Ｈ26．8～ 

シェアフィールドひまわり 黒部市金屋 464-1 （福）にいかわ苑 20 1 H27.4～ 

もみの木クラフトハウス 下新川郡朝日町草野118-3 NPO法人ゆきあかり 20 0 H27.9～ 

あいもと里山工房 黒部市宇奈月町愛本新1052 （福）くろべ福祉会 10 0 H27.12～ 

サンフィールド 下新川郡朝日町南保 72-1 （福）にいかわ苑 30 0 H29.4～ 

多機能型事業所にいかわ 黒部市新牧野101 サンビル 2階 NPO法人教育研究所 10 0 H29.11～ 

魚津オレンジ 魚津市北鬼江 142-1 （株）オレンジ 14 7 H30.3～ 

ぶどうの森 魚津市仏田3468 （福）海望福祉会 20 4 H31.3～ 
      

⑩共同生活援助（介護サービス包括型）     

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

坊丸 魚津市大光寺 1251 （福）新川むつみ園 6 1 Ｈ18．10～ 

青野の家 下新川郡入善町浦山新1109 （福）新川むつみ園 14 5 Ｈ18．10～ 

富山型共生グループホーム ライフ 下新川郡入善町横山 78-1 （福）にいかわ苑 53 5 Ｈ19．3～ 

グループホーム大光寺 魚津市大光寺1242－１ （福）魚津市社会福祉協議会 6 6 Ｈ24．4～ 

グループホームみどり 魚津市大光寺287 （医）弘仁会魚津緑ヶ丘病院 36 12 Ｈ24．4～ 

石田の家 黒部市石田963-2 （福）新川むつみ園 7 2 Ｈ25．3～ 

共生型グループホーム華のれん 下新川郡入善町入膳4716-5 東京堂（株） 14 3 H27.4～ 

坊丸の家 魚津市大光寺1229 （福）新川むつみ園 5 3 Ｈ29.6～ 
      

⑪共同生活援助（外部サービス利用型）     

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

障害者社会復帰センターあゆみの郷 魚津市立石 205-2 （医）信和会 36 8 Ｈ18．10～ 

ひかり荘 魚津市東尾崎 1076-1 NPO法人つむぎ 4 1 Ｈ18．4～ 
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⑫障害者支援施設 

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

障害者支援施設ひゞき 魚津市仏田 3468 （福）海望福祉会 20 10 Ｈ20．4～ 

障害者支援施設 新川むつみ園 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 80 13 Ｈ23．4～ 
      

⑬指定特定相談支援事業所     

事業所名 所在地 運営主体 指定年月  

魚津市障害者生活支援センター 魚津市大光寺 1235 （福）魚津市社会福祉協議会 Ｈ24.4～ 
 

障害者社会復帰センターあゆみの郷 

サポート新川 
魚津市立石 205-2 （医）信和会 Ｈ24.4～ 

 

魚津市立つくし学園 魚津市友道373-2 （福）魚津市社会福祉協議会 Ｈ25．4～ 
 

ひゞき計画相談支援事業所 魚津市仏田3468 （福）海望福祉会 H28.2～ 
 

相談支援事業所 らいとはうす 黒部市生地吉田字越湖9602-5 （福）くろべ福祉会 Ｈ24．6～ 
 

新川むつみ園 地域生活相談室 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園 H24.8～ 
 

工房あおの丘 下新川郡入善町道古34-3 NPO法人工房あおの丘 Ｈ24．5～ 
 

指定特定相談支援事業所 スマイル 下新川郡入善町椚山3410-1 （福）にいかわ苑 Ｈ24．7～ 
 

相談支援ステラ 下新川郡入善町入膳4716-8 NPO法人公清会 H28.2～ 
 

      

⑭精神障害者地域活動支援センター     

事業所名 所在地 運営主体    

障害者社会復帰センターあゆみの郷 

サポート新川 
魚津市立石 205-2 （医）信和会    

      

⑮特別支援学校      

事業所名 所在地 運営主体    

富山県立にいかわ総合支援学校 黒部市石田 6682 富山県    

      

⑯福祉型障害児入所施設      

事業所名 所在地 運営主体 定員    

富山県立黒部学園 黒部市石田 6771 富山県 50    

      

⑰福祉型児童発達支援センター     

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

魚津市立つくし学園 魚津市友道 373-2 魚津市 20 4 H25.4～ 
      

⑱児童発達支援      

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

宗教法人専正寺デイサービスまごころ 魚津市本江新町 9-8 （宗）専正寺 5 0 
Ｈ25．4～
※基準該当 
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⑲放課後等デイサービス 

事業所名 所在地 運営主体 定員 
魚津市 

利用者 
指定年月 

魚津地域福祉事業所えがおのぽぴぃ 魚津市吉野 476-2 (企）労協センター事業団 10 20 H28.7～ 

NPO法人わかくさ会こっころ 魚津市寿町 12-28 ＮＰＯ法人わかくさ会 10 18 H26.4～ 

宗教法人専正寺デイサービスまごころ 魚津市本江新町 9-8 （宗）専正寺 5 1 
Ｈ25．4～
※基準該当 

うぃるサポートわんぱく工房 黒部市生地字越湖 9602-5 （福）くろべ福祉会 10 7 H30.7～ 

すてっぷサポートわんぱく工房 黒部市北新 215-7 （福）くろべ福祉会 10 4 H25.４～ 

のびの be-サポートあおの丘 下新川郡入善町田ノ又 80 NPO法人工房あおの丘 10 9 H26.4～ 

      

⑳日中一時支援      

事業所名 所在地 運営主体    

新川むつみ園 下新川郡入善町浦山新2208 （福）新川むつみ園    

新川むつみ園 坊丸の郷 魚津市大光寺 1234 （福）新川むつみ園    

宗教法人専正寺デイサービスまごころ 魚津市本江新町 9-8 （宗）専正寺    

あつまーれ 下新川郡入善町横山 78-1 （福）にいかわ苑    

こみゅにてぃはうす愛夢 魚津市吉島 553-1 NPO法人無漏路    

わかくさ作業所 魚津市大光寺 1010-14 NPO法人わかくさ会    

わかくさ会こっころ 魚津市寿町 12-28 NPO法人わかくさ会    

富山型デイサービスまごの手 黒部市犬山 500-1 NPO法人つむぎ    

魚津市身体障害者デイサービスセンター 魚津市本町 1丁目 4-32 （福）魚津市社会福祉協議会    

魚津地域福祉事業所えがおのぽぴぃ 魚津市吉野 476-2 (企）労協センター事業団    

障害者支援施設ひゞき 魚津市仏田 3468 （福）海望福祉会    

パラソル 下新川郡入善町入膳2942-11 東京堂（株）    

   
   

○21移動支援（個別支援型）      

事業所名 所在地 運営主体    

社会福祉法人魚津市社会福祉協議会 魚津市新金屋二丁目13-26 （福）魚津市社会福祉協議会 
   

特定非営利活動法人工房あおの丘 下新川郡入善町道古 34-3 NPO法人工房あおの丘 
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障がい者の雇用と就労 

 

民間企業における障がい者雇用状況の推移 

 
 

年度 項　目 全　国 富山県 魚津公共職業安定所管内

企 業 数 85,314 937 98

算定基礎労働者数 23,213,401.0 181,965.0 31,073.5

障 が い 者 数 408,947.5 3,267.0 574.5

実 雇 用 率 1.76 1.80 1.85

法定雇用率達成企業の割合 42.7 54.3 45.9

企 業 数 86,648 952 102

算定基礎労働者数 23,650,463.5 184,643.5 32,082.0

障 が い 者 数 431,225.5 3,417.0 621.5

実 雇 用 率 1.82 1.85 1.94

法定雇用率達成企業の割合 44.7 54.7 47.1

企 業 数 87,935 961 107

算定基礎労働者数 24,122,923.0 188,508.0 34,110.0

障 が い 者 数 453,133.5 3,594.5 711.5

実 雇 用 率 1.88 1.91 2.09

法定雇用率達成企業の割合 47.2 56.2 57.9

企 業 数 89,359 968 108

算定基礎労働者数 24,650,200.5 191,704.5 34,619.5

障 が い 者 数 474,374.0 3,751.0 747.5

実 雇 用 率 1.92 1.96 2.16

法定雇用率達成企業の割合 48.8 57.5 63.0

企 業 数 91,024 969 105

算定基礎労働者数 25,204,720.0 194,785.0 34,621.5

障 が い 者 数 495,795.0 3,841.5 765.0

実 雇 用 率 1.97 1.97 2.21

法定雇用率達成企業の割合 50.0 58.5 66.7

企 業 数 100,586 1,080 115

算定基礎労働者数 26,104,834.5 208,020.0 35,022.5

障 が い 者 数 534,769.5 4,235.0 774.0

実 雇 用 率 2.05 2.04 2.21

法定雇用率達成企業の割合 45.9 54.9 58.3

平成25年度

平成26年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご意見等について】 

  この計画に関するご意見等を下記までお寄せください。 

 

魚津市障がい者基本計画（第４次） 

発行日  2020 年（令和２年）３月 

発行者  魚津市 民生部 社会福祉課 

     〒937-8555 富山県魚津市釈迦堂一丁目 10番１号 

     TEL：0765-23-1077（直通） FAX：0765-23-1055 

     E-mail：syafuku@city.uozu.lg.jp 

 


